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●100年先の森林づくりでは、豊かな環境・資源・文化を育む森林をつくるため、
森林の循環利用を進めるとともに、環境保全や観光振興、生活環境の保全など
多様な森林づくりを進めます。
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100年先の森林づくりスタート！

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業
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岐阜県の森林・林業

　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。この時期には、地面に落ちているヒナを見かけることがあります。
ヒナは生きるための生存競争の中で、他のヒナに押し出されて巣から落ちてしまうことがあります。
　でも、決して自宅などに持ち帰らないでください。野生鳥獣を勝手に飼うことはできません。

　ツバメの巣が落ちてしまった！
　カップ麺の容器やざるにちぎった新聞紙などの代用巣材を敷
いて、その中にヒナを入れ、元の巣の位置から近い場所にひも
やガムテープで固定しておく方法があります。

【カップで補修したツバメの巣】
●補修をするときは、必ず大人が
　やりましょう。

●作業の後は、石鹸を使って手洗
　いをしましょう。

森林・林業関係イベントカレンダー（3月～5月）
開催日 行事名等 内　容　等 開催場所

問い合わせ先

一般向け

●「緑の募金で　ふせごう　地球温暖化」をス
ローガンに家庭募金、企業募金、職場募金な
どを実施しています。

●４月１日（土）に「道三まつり」の会場で街頭
募金を行います。

３月１日㈬～
５月３１日㈬ 緑の募金（春期）

街頭募金：岐阜市若宮通り

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
〒500-8356 
岐阜市六条江東2-5-6
TEL 058-273-7577 
FAX 058-273-7547

●平成28年度岐阜県緑化運動ポスターコン
クールにおける入賞作品40点を展示

●入場無料
●時間：図書館の開館時間

３月22日㈬～
4月13日㈭

平成28年度
岐阜県緑化運動
ポスターコンクール
入賞作品展示

岐阜県図書館　楽書交流サロン
（岐阜市宇佐4-2-１）

岐阜県林政部恵みの森づくり推進課
TEL 058-272-1111（代表）
FAX 058-278-2702

●内容：第17期生の入学式を行います。
●時間：10：30～（予定）
●参加料：不要
●出席予定者：森林文化アカデミー教職員、
　在校生、入学生、招待者、入学生の関係者等

4月10日㈪
平成29年度
森林文化アカデミー
入学式

森林文化アカデミー
森の情報センター
（美濃市曽代88）

森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp/

野鳥のヒナを拾わないで！ 第２回

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

（4）

国
有
林
の
現
場
か
ら 

（７）

【岐阜県動物愛護センター　岡野 司】　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５75ｰ34ｰ0050 岐阜県動物愛護センターまで

（図書館休館日を除く）
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100年先の森林づくり（将来の望ましい森林の姿）

　
県
で
は
、
平
成
十
八
年
に
制
定
し
た
「
岐
阜
県
森
林
づ

く
り
基
本
条
例
」
に
基
づ
き
、
五
年
間
を
計
画
期
間
と
す

る
「
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画

に
基
づ
い
た
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
、
第
２

期
基
本
計
画
の
終
期
を
迎
え
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
「
第

３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
の
計
画
の
特
徴
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

き
た
林
業
経
営
重
視
の
「
生
き
た
森
林
づ
く
り
」
と
、
環

境
保
全
重
視
の
「
恵
み
の
森
林
づ
く
り
」
に
加
え
て
、
新

た
に
「
一
〇
〇
年
先
の
森
林
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
戦
後
の
拡
大
造
林
に
よ
っ
て
植
栽
さ
れ
た
人
工

林
が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
主
伐
・

再
造
林
に
よ
っ
て
森
林
資
源
を
積
極
的
に
循
環
利
用
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
、
造
林
不
適
地
ま
で

植
栽
さ
れ
た
人
工
林
を
見
直
し
、
本
来
あ
る
べ
き
望
ま
し

い
森
林
の
姿
へ
と
誘
導
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
県
内
の
全
て
の
民
有

林
を
対
象
に
、イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う
に「
木
材
生
産
林
」「
環

境
保
全
林
」「
観
光
景
観
林
」「
生
活
保
全
林
」
の
四
つ
に
森

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
ー
２
７
２
ー
8
4
7
0 

林
政
課
ま
で

林
を
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
応
じ
て
、
整
備
に
必

要
と
な
る
各
種
施
策
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
て
県
外
、
さ
ら
に
は

海
外
へ
の
県
産
材
の
販
路
拡
大
や
、
地
産
地
消
型
の
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
、
総
合
拠
点
施
設
整
備
等
に
よ
る
「
ぎ

ふ
木
育
」
の
推
進
、
県
独
自
の
専
門
人
材
で
あ
る
「
地
域

森
林
監
理
士
（
本
誌
７
ペ
ー
ジ
）」
の
育
成
・
認
定
な
ど
盛

り
沢
山
な
計
画
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
年
前
に
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
時
間
を
か
け
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
も

の
で
す
。
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
、
森
林

組
合
、
林
業
事
業
体
な
ど
の
職
員
を
対
象
と
し
た
圏
域
別

説
明
会
や
、
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
へ

の
説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

七
〇
〇
件
を
超
え
る
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
計
画
に
反
映
す
る
も
の
、
計
画
に
は
反
映
し
な
い
が

施
策
に
反
映
し
て
い
く
も
の
、
す
ぐ
に
は
難
し
い
が
今
後

検
討
し
て
い
く
も
の
な
ど
、
一
つ
一
つ
の
ご
意
見
に
対
す

る
対
応
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
計
画
書
は
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
し
、
概
要
版
の
冊
子

を
作
成
し
、
い
ろ
い
ろ
な
機
会
で
配
布
す
る
予
定
で
す
。

今
後
五
年
間
で
林
政
部
が
実
施
し
て
い
く
施
策
の
基
本
と

な
る
計
画
で
す
の
で
、
是
非
、
ご
一
読
い
た
だ
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

【
林
政
課
　
三
輪 

哲
司
】

「
第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
」が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

保全すべき「環境保全林」
（公益的機能の維持・増進）

自立経営が進んだ
「木材生産林」

（次世代型林業の展開、
 広葉樹林の有効活用）

整備された「観光景観林」
（観光資源）身近な「生活保全林」

（利活用による維持・管理）
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　岐阜県では、安心・安全な家づくりに県産材を積極的に利用いただくため、新築の際、柱や梁など構造材に「ぎふ性能表
示材」、床・壁など内装材に「ぎふ証明材」又は「ぎふ性能表示材」を一定量以上使用する方、また改修の際、内装材に「ぎ
ふ証明材」又は「ぎふ性能表示材」を一定量以上使用する方に助成を行っています。
　平成29年度は、県内及び県外の新築対象棟数を拡大するとともに、店舗等については改修に加え、新築内装も助成対象
とするなど、一部内容を拡充しています。
　募集方法は先着順とし、募集棟数に達した時点で締め切りとなります。
　応募状況、申込み条件、必要書類など詳しくは、県のホームページでお知らせしています。

【県産材流通課　川畑佳代子】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ848７  県産材流通課　消費対策係まで

前期

後期

全期間

ぎふの木を使った家づくり 支援制度のご案内

※ 下線部は、昨年からの変更箇所

「ぎふ証明材」とは？
　岐阜県内で合法的に伐採された木材です

「ぎふ性能表示材」とは？
　「ぎふ証明材」であり、JAS規格に準じて県が定めた　
　測定・表示基準をクリアした品質・性能が確かな木材です

 ぎふの木を使った新築助成の要件を満たす住宅は、住宅ローン「フラット３５、フラット３５S」な
ど、金利優遇の対象となります（愛知県、三重県に建築する住宅も対象）。※上棟前に申請が必要
　取り扱うローンなど詳しくは、協力金融機関にお問い合わせください。
＜適  用  金  利＞　店頭基準金利から全利用期間マイナス０．２％（手数料定額型）ほか
＜協力金融機関＞　大垣共立銀行、十六銀行、岐阜信用金庫、大垣西濃信用金庫、
 　　　　　　　　  東濃信用金庫、関信用金庫（金融機関コード順）

◆ぎふの木で家づくりローン支援制度（住宅ローン金利優遇）◆安心して使える岐阜県産の木材

検索ぎふの木で家づくり

○助成内容一覧

申請先

申請開始 ■申請開始時期　４月３日 ■申請開始時期　5月10日 ■申請開始時期　４月３日 ■申請開始時期　４月３日

対象棟数
（先着順）

助成対象

助成額

（構造材）20万円 （内装材）４万円～最大16万円 （内装材）４万円～最大12万円

区　　分

建築場所 県　　内 県　　外　

（構造材）20万円

建築主が居住する戸建て木造住宅

■県内
　　　  新築：120棟　新築内装：60棟
　　　　※上棟：3月1日～ 9月30日まで

　　　  新築：未定　　 新築内装：未定
　　　   ※上棟：10月1日～ H30年2月28日まで

■移住定住
　　　 新築：20棟 　新築内装：12棟 全期間

■移住定住
　　　 10棟

■県外
　　　 30棟
　
※１施工者あたり５棟まで

全期間全期間
■県内
　　　 20棟 全期間

■県内
　　　 5棟

建築主が居住する戸建て
木造住宅

※住宅施工者等による見
　学会を２月末までに実
　施し、岐阜県産材のPR
　を行うことが条件

多くの県民の利用が見込まれる
商業・観光・医療施設等

（賃貸物件を含む）
※対象
　飲食店、理容・美容店、医療施設
　洋・和菓子店、物品販売店など
　　事務所、客室、モデルハウス、
　　木材関係販売店などを除く

県産材
使用条件

など

その他
条件

県　　内

店　　舗
新　　築 改　　修

住　　宅
新　築 ・ 改　修

県     内

－

県内の工務店等（支店、営業所でも可）が施工　
構造材や内装材に対する国や県などの他の補助金、又は利子補給を受けていないこと

住宅が所在する地域の県農林事務所林業課
（上棟の14日前までに申請）

県庁 県産材流通課
（上棟の14日前までに申請）

住宅が所在する地域の県農林事務所林業課
（内装改修工事の完了後に申請）

施設が所在する地域の県農林事務所林業課
（工事の完了後に申請）

－

（構造材）
・構造材の80％以上、梁・桁など横架材に6m3以上「ぎふ性能表示材」
  を使用

（内装材）
・内装材（フローリング、腰壁、天井板等）
  に50㎡以上「ぎふ証明材」を使用

・バリアフリー床改修加算
　「ぎふ証明材」を使用し、住宅の床
　の段差を施工で5mm以下（設計で
　3mm以下）に解消すること

（内装材）
・内装材（フローリング、壁板、天井板等）に20㎡以上「ぎふ証明材」を
  使用

－

（構造材＋内装材）
*内装材に「ぎふ証明材」使用　30万円
*内装材に「ぎふ性能表示材」使用　32万円

※ぎふ性能表示材使用加算（２万円）
　内装材に50㎡以上「ぎふ性能表示材」を
　使用する場合に加算

※県外から県内へ移住・定住のため、
　住宅を新築する方を含みます

建築主が居住する住宅

※県外から県内へ移住・定住のため、
　住宅を改修する方を含みます

※ぎふ証明材20㎡以上使用する場合、
　１㎡あたり２千円（４万円～最大10万円）

※ぎふ性能表示材使用加算（８千円～最大２万円）
　内装材に「ぎふ性能表示材」を20㎡以上使用する場合、
　１㎡あたり400円加算      

※バリアフリー床改修加算（最大４万円）
　段差解消のため、ぎふ証明材を使用し、
　住宅の床改修を実施する場合、１㎡
　あたり２千円加算

文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

クロモジ
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4
月
に
山
で
咲
く
花
も
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
が
、
私
が
好
き
な
も
の
に
ク
ロ

モ
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　

ク
ロ
モ
ジ
に
つ
い
て
は
２
０
１
１
年

4
月
の
「
森
林
の
た
よ
り
」
に
も
楊
枝

の
話
を
書
き
記
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

別
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

落
葉
低
木
で
あ
る
ク
ロ
モ
ジ
は
低
地

で
は
花
と
葉
が
同
時
に
展
開
し
、
小
枝

の
節
に
散
形
花
序
を
出
し
て
淡
黄
緑
色

の
小
さ
な
花
を
多
数
つ
け
ま
す
が
、
高

地
で
は
葉
が
展
開
す
る
前
に
花
を
咲
か

せ
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
こ
の
ク
ロ
モ
ジ

の
小
枝
を
煎
じ
、
お
茶
と
し
て
飲
む
人

が
増
え
て
お
り
、
富
山
県
南
砺
市
利
賀

地
域
で
は
、
農
商
工
連
携
フ
ァ
ン
ド
事

業
と
し
て
ク
ロ
モ
ジ
茶
の
商
品
化
を
し

て
い
ま
す
。
軽
く
煮
立
た
せ
た
ク
ロ
モ
ジ

茶
は
味
に
ク
セ
が
無
く
、
飲
む
と
口
の

な
か
に
い
い
香
り
が
広
が
り
ま
す
。
樹

皮
や
葉
に
含
ま
れ
る
テ
ル
ピ
ネ
オ
ー
ル

や
シ
ネ
オ
ー
ル
は
抗
炎
症
作
用
が
あ
る

た
め
、
胃
腸
や
喉
の
炎
症
に
効
く
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
抗
菌
・
殺
菌
作
用

の
あ
る
リ
モ
ネ
ン
も
含
ま
れ
、
抗
ア
レ
ル

ギ
ー
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
テ
ル
ピ
ネ

オ
ー
ル
と
の
相
乗
効
果
と
、
新
陳
代
謝

を
助
け
る
リ
ナ
ロ
ー
ル
も
含
ま
れ
る
た

め
入
浴
剤
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

ク
ロ
モ
ジ
の
リ
ナ
ロ
ー
ル
は
、
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
の
間
で
も
注
目
さ
れ
て
お

り
、
香
水
や
石
け
ん
、
芳
香
剤
な
ど
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
リ
ナ
ロ
ー
ル

は
か
つ
て
シ
ャ
ネ
ル
の
No.
５
に
使
わ
れ

て
い
た
主
成
分
で
、
高
山
市
の
正
プ
ラ

ス
株
式
会
社
で
は
、
高
山
市
周
辺
で
採

取
さ
れ
た
ク
ロ
モ
ジ
の
枝
葉
か
ら
抽
出

さ
れ
た
精
油
（yuica

）
を
生
産
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
揖
斐
川
町
東
横
山
に
あ
る
「
徳

山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
」
を
見
せ
て
頂
い

た
と
き
の
こ
と
、
収
蔵
品
の
あ
る
コ
ー

ナ
ー
で
、
ク
ロ
モ
ジ
を
利
用
し
た
輪
か
ん

じ
き
を
み
つ
け
ま
し
た
。
か
ん
じ
き
は

湿
っ
た
雪
の
上
を
歩
く
と
き
の
沈
み
込

み
を
少
な
く
す
る
た
め
の
も
の
で

す
が
、
そ
の
素
材
が
ク
ロ
モ
ジ
な

の
で
す
。

　

旧
徳
山
村
で
は
雪
崩
避
け
の
呪

文
と
し
て
、「
ま
え
ク
ロ
モ
ジ
に
、

あ
と
ボ
ー
シ･･･

」
と
唱
え
た
そ
う

で
、
同
じ
よ
う
に
旧
坂
内
村
で
も

ユ
キ
ノ
ド
ウ
と
い
う
雪
の
妖
怪
を

撃
退
す
る
呪
文
と
し
て
、「
先
ク
ロ

モ
ジ
に
後
ボ
ー
シ
、
あ
め
う
じ
が

わ
（
黄
牛
の
皮
）
の
八
つ
結
ば
え
、

締
め
つ
け
履
い
た
ら
、
如
何
な
る

も
の
も
、
か
の
う
ま
い
（
敵
う
ま

い
）」
と
唱
え
ま
し
た
。

　

つ
ま
り
輪
か
ん
じ
き
の
前
側
を
ク
ロ

モ
ジ
材
で
、
後
ろ
側
を
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
材

で
つ
く
れ
ば
、
壊
れ
る
こ
と
な
く
走
っ

て
逃
げ
て
こ
ら
れ
る
こ
と
を
口
伝
し
て

い
た
の
で
す
。

　

早
春
の
山
々
で
目
立
つ
こ
と
な
く
咲

く
ク
ロ
モ
ジ
の
花
、
そ
ん
な
花
を
見
つ

け
た
ら
、
ご
先
祖
さ
ま
が
伝
え
て
く
れ

た
山
の
生
活
文
化
を
思
い
出
し
て
欲
し

い
の
で
す
。

▲南砺市利賀地域で商品化されたクロモジ茶
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　岐阜県では、安心・安全な家づくりに県産材を積極的に利用いただくため、新築の際、柱や梁など構造材に「ぎふ性能表
示材」、床・壁など内装材に「ぎふ証明材」又は「ぎふ性能表示材」を一定量以上使用する方、また改修の際、内装材に「ぎ
ふ証明材」又は「ぎふ性能表示材」を一定量以上使用する方に助成を行っています。
　平成29年度は、県内及び県外の新築対象棟数を拡大するとともに、店舗等については改修に加え、新築内装も助成対象
とするなど、一部内容を拡充しています。
　募集方法は先着順とし、募集棟数に達した時点で締め切りとなります。
　応募状況、申込み条件、必要書類など詳しくは、県のホームページでお知らせしています。

【県産材流通課　川畑佳代子】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５8ｰ272ｰ848７  県産材流通課　消費対策係まで

前期

後期

全期間

ぎふの木を使った家づくり 支援制度のご案内

※ 下線部は、昨年からの変更箇所

「ぎふ証明材」とは？
　岐阜県内で合法的に伐採された木材です

「ぎふ性能表示材」とは？
　「ぎふ証明材」であり、JAS規格に準じて県が定めた　
　測定・表示基準をクリアした品質・性能が確かな木材です

 ぎふの木を使った新築助成の要件を満たす住宅は、住宅ローン「フラット３５、フラット３５S」な
ど、金利優遇の対象となります（愛知県、三重県に建築する住宅も対象）。※上棟前に申請が必要
　取り扱うローンなど詳しくは、協力金融機関にお問い合わせください。
＜適  用  金  利＞　店頭基準金利から全利用期間マイナス０．２％（手数料定額型）ほか
＜協力金融機関＞　大垣共立銀行、十六銀行、岐阜信用金庫、大垣西濃信用金庫、
 　　　　　　　　  東濃信用金庫、関信用金庫（金融機関コード順）

◆ぎふの木で家づくりローン支援制度（住宅ローン金利優遇）◆安心して使える岐阜県産の木材

検索ぎふの木で家づくり

○助成内容一覧

申請先

申請開始 ■申請開始時期　４月３日 ■申請開始時期　5月10日 ■申請開始時期　４月３日 ■申請開始時期　４月３日

対象棟数
（先着順）

助成対象

助成額

（構造材）20万円 （内装材）４万円～最大16万円 （内装材）４万円～最大12万円

区　　分

建築場所 県　　内 県　　外　

（構造材）20万円

建築主が居住する戸建て木造住宅

■県内
　　　  新築：120棟　新築内装：60棟
　　　　※上棟：3月1日～ 9月30日まで

　　　  新築：未定　　 新築内装：未定
　　　   ※上棟：10月1日～ H30年2月28日まで

■移住定住
　　　 新築：20棟 　新築内装：12棟 全期間

■移住定住
　　　 10棟

■県外
　　　 30棟
　
※１施工者あたり５棟まで

全期間全期間
■県内
　　　 20棟 全期間

■県内
　　　 5棟

建築主が居住する戸建て
木造住宅

※住宅施工者等による見
　学会を２月末までに実
　施し、岐阜県産材のPR
　を行うことが条件

多くの県民の利用が見込まれる
商業・観光・医療施設等

（賃貸物件を含む）
※対象
　飲食店、理容・美容店、医療施設
　洋・和菓子店、物品販売店など
　　事務所、客室、モデルハウス、
　　木材関係販売店などを除く

県産材
使用条件

など

その他
条件

県　　内

店　　舗
新　　築 改　　修

住　　宅
新　築 ・ 改　修

県     内

－

県内の工務店等（支店、営業所でも可）が施工　
構造材や内装材に対する国や県などの他の補助金、又は利子補給を受けていないこと

住宅が所在する地域の県農林事務所林業課
（上棟の14日前までに申請）

県庁 県産材流通課
（上棟の14日前までに申請）

住宅が所在する地域の県農林事務所林業課
（内装改修工事の完了後に申請）

施設が所在する地域の県農林事務所林業課
（工事の完了後に申請）

－

（構造材）
・構造材の80％以上、梁・桁など横架材に6m3以上「ぎふ性能表示材」
  を使用

（内装材）
・内装材（フローリング、腰壁、天井板等）
  に50㎡以上「ぎふ証明材」を使用

・バリアフリー床改修加算
　「ぎふ証明材」を使用し、住宅の床
　の段差を施工で5mm以下（設計で
　3mm以下）に解消すること

（内装材）
・内装材（フローリング、壁板、天井板等）に20㎡以上「ぎふ証明材」を
  使用

－

（構造材＋内装材）
*内装材に「ぎふ証明材」使用　30万円
*内装材に「ぎふ性能表示材」使用　32万円

※ぎふ性能表示材使用加算（２万円）
　内装材に50㎡以上「ぎふ性能表示材」を
　使用する場合に加算

※県外から県内へ移住・定住のため、
　住宅を新築する方を含みます

建築主が居住する住宅

※県外から県内へ移住・定住のため、
　住宅を改修する方を含みます

※ぎふ証明材20㎡以上使用する場合、
　１㎡あたり２千円（４万円～最大10万円）

※ぎふ性能表示材使用加算（８千円～最大２万円）
　内装材に「ぎふ性能表示材」を20㎡以上使用する場合、
　１㎡あたり400円加算      

※バリアフリー床改修加算（最大４万円）
　段差解消のため、ぎふ証明材を使用し、
　住宅の床改修を実施する場合、１㎡
　あたり２千円加算
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91 ・
３
％×

66
％
＝
31
％

活かす知恵

と を森林 人

52

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　教
授
●
松
井 

勅
尚

●
サ
ク
ラ
サ
ク	

	

　

桜
の
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
冬
か
ら

春
を
迎
え
、
山
々
の
風
景
の
中
に
薄
い
ピ
ン

ク
の
花
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
私

た
ち
は
そ
の
花
の
美
し
さ
に
ど
れ
だ
け
多
く

の
元
気
を
頂
い
て
来
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
日

本
に
は
四
季
が
あ
り
、
私
た
ち
日
本
人
は
そ

の
移
ろ
い
ゆ
く
美
し
さ
に
惹
か
れ
ま
す
。
移

ろ
い
ゆ
く
す
べ
て
に
惹
か
れ
る
…
そ
れ
は
、
日

本
人
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
和
の
思
想
で

あ
り
、
四
季
折
々
で
変
化
し
て
い
く
森
林
の

姿
か
ら
学
ん
で
い
る
と
私
は
思
う
の
で
す
。		

●
　
・
３
％

　

さ
て
、
皆
さ
ん
ご
存
知
の
通
り
66
％（
※
１
）

は
日
本
の
森
林
率
、
31
％（
※
１
）は
木
材
の
自

給
率
で
す
。

　

で
は
、
91
・
3
％
と
は
、
何
の
数
字
で
し
ょ

う
か
？
実
は
日
本
の
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る

人
口
の
割
合
で
す
。
東
京
都
に
は
日
本
の
人
口

の
10
分
の
１
が
集
中
し
て
お
り
、
今
も
増
え
続

け
て
い
る
の
で
す
。
岐
阜
県
を
み
て
み
る
と
、

岐
阜
市
の
人
口
は
約
40
万
人
。
県
全
体
の
な
ん

と
5
分
の
1
が
集
中
し
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

は
日
本
で
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
先
進
国
の
中
で
も
前
例
が
な
い
こ
と
の

よ
う
で
す
。
週
末
の
過
ご
し
方
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
。
山
や
川
に
は
意
識
が
向
か
な
い
の

が
現
実
で
す
。
日
本
人
の
意
識
は
ど
こ
ま
で
都

市
へ
と
向
か
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
？

●
よ
り
多
く
の
人
の
意
識
を
森
林
へ

　

よ
り
多
く
の
人
の
意
識
を
森
林
へ
と
向
け

る
た
め
に
は
、
都
市
部
で
の
木
育
の
拠
点
が

必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
岐
阜
県
は
、

２
０
１
９
年
4
月
開
館
を
目
指
し
、「
森
の
恵
み

の
お
も
ち
ゃ
美
術
館（
仮
称
）」を
設
置
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。“
お
も
ち
ゃ
”は
子
ど
も
だ

け
の
特
権
で
は
な
く
、
ど
の
世
代
で
も
興
味
を

引
く
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
ん
な
思

い
を
胸
に“
木
の
お
も
ち
ゃ
”に
特
化
し
た
施
設

で
、
山
や
川
へ
の
無
関
心
層
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
た
ら
い
い
の
か
を
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

　

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
木
を
削
る
の
も
普	

　

段
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
で
楽
し
か
っ
た

　

で
す
。

●

岐
阜
県
が
こ
ん
な
に
森
林
が
多
い
こ
と
を
初

　

め
て
知
り
ま
し
た
。

　

実
践
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、「
現
代
版
井
戸
端

会
議
」。子
育
て
中
の
マ
マ
達
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
り
、
洗
濯
や
洗
い
物
を
し
な

が
ら
…
の
代
わ
り
に
、
木
で
作
り
な
が
ら
の
喋

り
場
と
な
り
ま
し
た
。	

	
											

●
今
後	

　

	

　

91
・
3
％
の
都
市
部
の
人
々
の
意
識
が
、
日

本
の
意
思
決
定
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
つ
ま

り
…
91
・
3
％
の
人
が
山
と
の
繋
が
り
を
意
識

す
る
こ
と
が
、
引
い
て
は
木
材
自
給
率
を
引
き

上
げ
、
た
だ
の「
山
」を「
宝
の
山
」へ
と
変
え
て

く
れ
る
と
思
う
の
で
す
。「
ぎ
ふ
木
育
カ
フ
ェ
」

は
、
本
年
度
は
飛
騨
や
東
濃
へ
エ
リ
ア
を
拡
大

し
、
年
間
8
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
「
森
の
恵
み
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館（
仮
称
）」が

拠
点
と
な
り
、
森
林
も
人
も
活
か
す
知
恵
を
岐

阜
県
か
ら
全
国
へ
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
切
に

願
っ
て
い
ま
す
。

※
１
．
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
森
林
・
林
業
学
習
館
」よ
り

そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
１
つ
と
し
て「
ぎ
ふ
木
育

カ
フ
ェ
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●「
ぎ
ふ
木
育
カ
フ
ェ
」	

　

	

　
「
ぎ
ふ
木
育
カ
フ
ェ
」と
は
、
木
の
ブ
ロ
ー

チ
や
栞
等
、
木
の
小
物
を
作
り
な
が
ら
、
お
喋

り
を
す
る
場
を
設
け
、
人
と
人
、
人
と
森
林
の

距
離
を
近
く
す
る
実
験
的
試
み
で
２
０
１
５
年

か
ら
実
践
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
し
て
き
ま
し

た
。
対
象
者
は
主
に
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
を

持
つ
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
た
ち
で
す
。
内
容

は
、
岐
阜
県
の
森
林
率
や
、
木
と
共
に
暮
ら
し

て
き
た
生
活
が
伝
承
さ
れ
な
く
な
っ
た
課
題

等
を
伝
え
た
後
、「
昔
の
遊
び
は
？
」「
山
や
川
の

自
然
体
験
の
思
い
出
は
？
」「
あ
っ
た
ら
い
い
な

…
こ
ん
な
森
の
恵
み
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館（
仮

称
）
！
」等
、
３
つ
の
テ
ー
マ
で
お
喋
り
を
し

ま
す
。

　

木
育
カ
フ
ェ
で
最
も
重
要
な
ル
ー
ル
は
、
人

の
話
は
よ
く
聞
き
、
否
定
し
な
い
こ
と
。
そ
う

す
る
こ
と
で
人
は
安
心
し
て
話
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
誰
の
話
も
受
け
入
れ
る
・
・
・
そ
れ
は

多
様
性
を
認
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
以
下
の
よ
う
な
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

●

た
く
さ
ん
の
お
母
さ
ん
達
と
お
話
し
が
で
き
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
8
ー
2
7
2
ー
1
1
1
1
内
線（
3
0
2
5
）林
政
課
ま
で

　
県
で
は
、
第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く

り
基
本
計
画
（
平
成
29
〜
33
年
度
）
に

お
け
る
「
１
０
０
年
の
森
林
づ
く
り
計

画
人
材
育
成
・
技
術
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
一
環
と
し
て
、
市
町
村
や
地
域

の
森
林
づ
く
り
を
支
え
る
県
独
自
の
人

材
で
あ
る
「
地
域
森
林
監
理
士
」
の
育

成
及
び
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
本
号
で
は
、「
地
域
森
林
監
理
士
制

度
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、
森
林
・

林
業
行
政
に
お
い
て
も
、
森
林
現
場
に

近
く
森
林
所
有
者
に
最
も
身
近
な
市
町

村
へ
様
々
な
権
限
が
移
さ
れ
、
そ
れ
に

伴
い
市
町
村
の
業
務
量
も
大
幅
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
業
務
の
例
と

し
て
、
市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
策
定
、

伐
採
届
出
制
度
や
森
林
経
営
計
画
制
度

の
適
切
な
運
用
、
公
有
林
管
理
等
が
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
森
林
法
改
正
に
よ
る

林
地
台
帳
整
備
や
１
０
０
年
先
の
森
林

の
姿
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り
等
の
業

務
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
森
林
・
林
業
行
政
に
お

け
る
市
町
村
の
果
た
す
役
割
が
益
々
重

要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
市
町
村

で
は
森
林
・
林
業
に
精
通
し
た
職
員
が

少
な
く
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
状
況
に

あ
り
ま
す
。
市
町
村
行
政
を
円
滑
に
進

め
る
た
め
に
は
森
林
行
政
を
支
援
す
る

仕
組
み
、
人
材
が
不
可
欠
で
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
県
で
は

「
地
域
森
林
監
理
士
制
度
」
を
創
設
し
、

そ
の
一
歩
と
し
て
、
地
域
の
森
林
づ
く

り
を
支
え
る
専
門
人
材
の
育
成
を
今
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
森
林
の
管
理
及
び
経

営
に
必
要
な
専
門
的
知
識
等
を
有
す
る

人
材
「
地
域
森
林
監
理
士
」
を
育
成
・

認
定
し
、
市
町
村
か
ら
の
業
務
委
託
等

に
よ
る
林
務
行
政
支
援
や
私
有
林
経
営

へ
の
助
言
等
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
森
林
づ
く

り
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。

　
人
材
養
成
の
目
標
と
し
て
、
今
後
５

年
間
で
15
人
の
認
定
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　
平
成
29
年
度
の
取
組
み
と
し
て
、
森

林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
養
成
講

座
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、
受
講
修
了

者
等
に
対
す
る
認
定
試
験
等
の
実
施
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

【
森
林
整
備
課

　荻
巣 

勝
俊
】

　

「
地
域
森
林
監
理
士
制
度
」を

　
　
　
　
　
　創
設
し
ま
し
た

地域森林監理士制度（試験等）の概要 ※内容について変更となる場合がありますので
　ご了承願います。

養成講座
修了者

一般受験者

第２次試験 認定審査会 地域森林
監理士登録

第１次試験

第１次試験
免除

〔資格〕施業プランナー研修修了者等
〔受験料〕無料

〔受験料〕無料

修了

出願 合格

試験
結果 認定
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地 域の人

　
飛
騨
市
の
木
育
を
広
め
る
会
は
、昨
年
５
月
の
発
足
以
来
、５
名

と
少
な
い
メ
ン
バ
ー
に
も
か
か
わ
ら
ず
、精
力
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。メ
ン
バ
ー
の
出
身
地
も
多
彩
で
地
元
出
身
者
は
１
名
で
、３

名
の
方
は
県
外
か
ら
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
、飛
騨
市
の
魅
力
を
感

じ
、子
育
て
マ
マ
な
ら
で
は
の
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

 

発
足
の
き
っ
か
け
は
？

　
２
０
１
６
年
３
月
に
岐
阜
県
と
飛
騨
市
が
共
同
開
催
し
た「
木

の
お
も
ち
ゃ
博
・
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
」に
お
い
て
、飛
騨
市
内
で
木

や
森
に
関
わ
る
職
業
の
方
や
、保
育
士
、木
育
に
関
心
の
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
が
集
ま
り
、一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。そ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、改
め
て
飛
騨
市
の
持
つ
自
然

の
魅
力
や
素
晴
ら
し
い
職
人
の
技
に
感
動
し
、「
一
度
限
り
の
イ
ベ

ン
ト
で
終
わ
ら
せ
て
は
も
っ
た
い
な
い
！
」と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
て
い
た
主
婦
２
名
で
行
動
を
起
こ
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
全
国
的
に
木
育
と
い
う
言
葉
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
、「
木
の
お
も

ち
ゃ
で
小
さ
な
子
ど
も
の
感
性
を
育
て
る
」と
い
う
の
が
一
般
的

な
イ
メ
ー
ジ
だ
と
思
い
ま
す
。私
た
ち
は
、小
さ
な
子
ど
も
は
も
ち

ろ
ん
、中
学
生
以
上
や
子
育
て
に
携
わ
る
親
ま
で
幅
広
い
世
代
を

対
象
に
し
た
、『
飛
騨
市
な
ら
で
は
の
木
育
』を
築
く
こ
と
を
目
指

し
て
、模
索
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
メ
ン
バ
ー
全
員
が
小
さ
な
子
ど
も
を
持
つ
母
親
で
す
。

こ
れ
か
ら
飛
騨
市
で
子
ど
も
を
育
て
る
上
で
、ど
ん
な
風
に
成
長

し
て
ほ
し
い
か
、ど
ん
な
町
に
な
っ
て
い
く
と
良
い
か
、と
い
う
視

点
を
持
っ
て
、木
育
が
そ
れ
を
実
現
す
る
一
つ
の
ツ
ー
ル
に
な
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

現
在
の
活
動
内
容
は
？

　
現
在
は
主
に「
木
の
お
も
ち
ゃ
広
場
」と「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」の

２
本
柱
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
広
場
　

　
飛
騨
市
内
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、主
に
０
〜
３
歳
の
子

ど
も
を
対
象
に
木
に
触
れ
、木
の
温
も
り
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら

と
、岐
阜
県
産
の
お
も
ち
ゃ
を
中
心
と
し
た「
木
の
お
も
ち
ゃ
広

場
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。（
月
に
１
回
程
度
／
28
年
度
は
合
計
12

回
実
施
）

　
人
気
の
お
も
ち
ゃ
の
一
つ
が「
め
た
も
っ
く
」。立
方
体
、直
方
体

の
木
に
た
く
さ
ん
穴
が
開
け
て
あ
り
、そ
こ
に
大
小
の
木
の
円
棒

を
刺
し
て
遊
び
ま
す
。「
こ
れ
は
鳥
だ
よ
」「
こ
れ
は
電
車
だ
よ
」と

見
立
て
な
が
ら
組
み
立
て
た
り
、縦
横
に
ど
ん
ど
ん
伸
ば
し
て
い

け
る
こ
と
を
楽
し
ん
だ
り
、遊
び
方
は
無
限
大
！
子
ど
も
た
ち
の

自
由
な
発
想
に
驚
か
さ
れ
ま
す
！

　
０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
だ
と
、「
ま
だ
お
も
ち
ゃ
な
ん
て
早
い
し
、木

の
魅
力
も
わ
か
ら
な
い
ん
じ
ゃ
・
・
」と
思
う
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
い
い
ん
で
す
！
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
お
も
ち
ゃ
に
は
な
い
、

柔
ら
か
さ
・
匂
い
・
重
さ
を
、五
感
で
感
じ
て
く
れ
る
こ
と
が
第
一

歩
。お
も
ち
ゃ
で
創
造
力
を
育
て
る
と
と
も
に
、「
こ
の
お
も
ち
ゃ
は

私
の
町
の
あ
の
木
か
ら
で
き
て
る
ん
だ
！
」な
ど
、木
を
身
近
な
も

の
に
感
じ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
森
林
に
関
わ
る
方
々
の
横
の
繋
が
り
を
作
る
こ
と
、そ
し
て
職
人

や
森
林
の
プ
ロ
か
ら
市
民
が
直
接
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
年
５
〜
６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
内
容
に
合
わ
せ
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
く
、木
工

品
製
作
、製
材
所
見
学
、大
工
の
技
を
学
ぶ
体
験
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
は「
飛
騨
市
の
建
築
・
ま
ち
な
み
を
残
す
会
」と
共
同
イ

ベ
ン
ト「
も
く
チ
ャ
レ
！
〜
木
を
学
び
木
で
遊
ぶ
一
日
〜
」を
実
施

し
ま
し
た
。飛
騨
の
匠
の
技
を
持

つ
若
手
大
工
さ
ん
と
高
校
生
の
共

同
作
業
で
の
畳
ベ
ン
チ
の
製
作
が

行
わ
れ
、完
成
品
は
高
齢
者
施
設

へ
寄
贈
。ま
た
、  

m
木
製
巨
大

シ
ー
ソ
ー
や
か
ん
な
く
ず
プ
ー

ル
、チ
ョ
ウ
ナ
を
用
い
た
丸
太
は

つ
り
の
実
演
な
ど
計
10
ブ
ー
ス
を

開
設
し
、約
３
０
０
名
以
上
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

 

今
後
の
展
開
は
？

　
発
足
し
て
か
ら
こ
こ
ま
で
、飛
騨
市
役
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
、地
元
の
木
工
職
人
さ
ん
、大
工
さ
ん
、製
材
所
さ
ん

な
ど
多
く
の
方
々
に
応
援
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
も
み
な
さ

ん
と
連
携
し
、飛
騨
の
匠
の
文
化
や
技
・
木
の
温
か
み
を
感
じ
、学

べ
る
機
会
を
ど
ん
ど
ん
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。ま
た
、飛
騨
市
の

宝
で
あ
る
木
や
森
と
の『
共
生
』を
目
指
し
、持
続
可
能
な
山
作
り
に

参
加
で
き
る
催
し
や
、林
業
に
携
わ
る
方
々
の
紹
介
を
通
し
て
、遠

ざ
か
り
つ
つ
あ
る『
人
と
森
と
の
距
離
』を
縮
め
て
い
け
た
ら
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
今
年
新
し
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
こ
と
は
２
つ
。

　
私
た
ち
の
会
の
大
き
な
強
み
は
、全
員
が「
子
育
て
マ
マ
」で
あ
る

と
い
う
こ
と
！
そ
の
強
み
を
活
か
し
て
、マ
マ
だ
か
ら
こ
そ
考
え
ら

れ
る
お
も
ち
ゃ
の
製
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。子
ど
も
が
舐
め
て

も
安
心
で
温
も
り
溢
れ
る
お
も
ち
ゃ
を
、多
く
の
お
母
さ
ん
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
生
み
出
し
た
い
で
す
ね
。

　
も
う
一
つ
は
、昨
年
度
よ
り
も
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
を
広
げ
、よ
り

自
然
に
近
い「
森
遊
び
」。ど
ん
ぐ
り
を
拾
っ
て
鉢
に
植
え
て
苗
づ
く

り
を
し
た
り
、木
の
実
と
落
ち
葉
を
拾
っ
て
工
作
を
し
た
り
、森
か

ら
学
ぶ
教
室
や
木
育
キ
ャ
ン
プ
な
ど
も
実
現
し
た
い
で
す
。

　
飛
騨
市
の
市
章
で
あ
る
水
の
波
紋
の
よ
う
に
、『
木
育
』を
通
じ
て

多
方
面（
教
育
・
産
業
・
防
災
等
）に
わ
た
る
事
業
が
つ
な
が
り
広

ま
っ
て
い
く
中
で
、新
た
な
飛
騨
の
森
の
魅
力
を
発
見
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
実
績

２
０
１
６
年
６
月
　
木
工
職
人
に
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①

 

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
作
り

　
　
　
　
　
８
月
　
ひ
だ
の
森
や
木
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

 

（
製
材
所
見
学
・
勉
強
会
等
）

　
　
　
　
　
８
月
　
文
化
村
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
２
０
１
６

 

「
木
と
葉
っ
ぱ
の
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
」

 

（
葉
っ
ぱ
ス
タ
ン
プ
＆
自
由
工
作
）

　
　
　
　
　
10
月
　
河
合
宮
川
幼
児
学
級

 

（
森
の
生
物
等
に
つ
い
て
の
お
話
と
木
の
一
輪
挿
し
製
作
）

　
　
　
　
　
10
月
　
木
工
職
人
に
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

 

立
体
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
作
り

　
　
　
　
　
12
月
　
も
く
チ
ャ
レ
！
〜
木
を
学
び
　
木
で
遊
ぶ
一
日
〜

 

（
高
校
生
と
大
工
に
よ
る
畳
ベ
ン
チ
製
作
、他
）

２
０
１
７
年
３
月
　
木
の
雛
人
形
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
　
　
　
　
３
月
　
広
葉
樹
の
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 

（
木
の
お
も
ち
ゃ
広
場
、木
の
雛
人
形
作
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
7
ー
3
3
ー
1
１
１
１
内
線（
4
9
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　飛
騨
農
林
事
務
所
ま
で

【
飛
騨
農
林
事
務
所

　林
業
普
及
指
導
員

　中
谷 

和
司
】

会長

池田 明美さん

副会長

盤所 杏子さん

沢 あずささん 永堀 知鶴さん 堀辺 未由さん

子育てママがつなげる人と森
　～飛騨市の木育を広める会～

もくチャレ！

上段左より  副会長　盤所さん、会長　池田さん、沢さん
下段左より  永堀さん、堀辺さん

10

ひだの森や木をもっと知ろう

木のおもちゃ広場 カッティングボード作り
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【恵みの森づくり推進課　吉田　宗平】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-1111 内線（3029） まで

平成２９年度からの『第２期清流の国ぎふ森林・環境税』を活用する事業についてお知らせします。　
平成２９年度は税収見込み１２億２３００万円に、平成２８年度末時点の基金残額を合わせた、合計１２億
８５００万円を財源に次の各事業を実施します。

事　業　名 事業の概要 計画量 予算額
（千円）

環境保全林整備事業 水源林、奥山林等の間伐を行う市町村や林業事業体への助成 2,100ha 284,000
公有林化支援推進事業 荒廃の恐れのある森林の公有林化を行う市町村への助成等 20ha 20,000

里山林整備事業 不用木除去や危険木伐採など里山林・生活保全林の整備を
行う市町村等への助成 650ha 195,000

森林地域外危険木除去事業 森林計画区域の外にある危険木除去を行う市町村への助成 10箇所 5,000

観光景観林整備事業 景観としての価値が高い観光道路沿いの森林の整備を行う
市町村への助成 70ha 50,000

ニホンジカ、イノシシ等の捕獲推進事業 ニホンジカ、イノシシ、カワウの捕獲等
7,700頭（シカ・イノシシ）
10団体（カワウ）
600羽（カワウ等）

147,000

捕獲の担い手確保推進事業 有害鳥獣の捕獲の担い手となる市町村職員育成への助成 6人 3,000

野生動物総合対策普及推進事業 大学と連携し、鳥獣被害対策についての研究等
1機関
500人
（啓発事業への参加者数）

21,000

流域清掃活動推進事業
ため池外来種駆除事業

地域住民と連携し、河川の清掃等を行う団体等への助成 53河川 30,000
ため池の生態系を回復するための外来種の駆除等への助成 3箇所 2,500

水田魚道設置推進事業 魚の往来のため水田と排水路をつなぐ魚道の設置 1地区 3,000
生態系保全団体支援事業 里地里川の生態系保全に取り組む団体への助成 5団体 10,500

生態系保全市町村支援事業 スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）の駆除等を行う市町
村への助成 7市町村 7,000

河川魚道の機能回復事業 河川魚道を点検し堆積土砂の除去等の支援 672箇所（点検）
80%（健全魚道割合）

50,000

用排水路・河川落差解消支援事業 魚の往来のため農業用排水路と河川の落差の解消を行う市町
村等への助成 1地区 5,000

木質バイオマス利用施設導入促進事業 木質燃料を利用するストーブ等の導入支援
20基（ストーブ）
40t（ストーブでの使用量）
1施設（ボイラー）

35,000

小水力発電による環境保全推進事業 簡易な小水力発電施設の設置 3施設 10,000

木の香る快適な公共施設等整備事業 教育福祉関連施設等の木造化、内装木質化への助成 9施設 57,000
ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業 学校等に木製の机やイス等を導入する市町村や団体等への助成 1,200個 20,000
県民協働による未利用材の搬出促進事業 住民協働による林内の未利用材の搬出を行う市町村への助成 4,000t 5,000
ぎふ木育拠点整備等事業 「ぎふ木育」の総合的な常設拠点の整備 1施設 150,000

ぎふの木育教材導入支援事業 保育園等にぎふの木を使ったおもちゃや木育キットを導入
する市町村やNPO等への助成 60施設 4,000

森と木と水の環境教育推進事業 子どもたちに対する森・木・川についての環境教育・木育の推進 1,000人 12,000

清流の国ぎふ森林・環境税推進事業 森林・環境税の使途をチェックする審議会の開催や森林・
環境税の広報PR 一式 6,000

上流域と下流域の交流事業 上流域、下流域の自然環境を理解するためのツアーの実施 15回 8,000
生物多様性に配慮した地域づくり普及推進事業 生物多様性に関する講演会等の開催 5回 2,000

清流の国ぎふ地域活動支援事業 NPO等による環境保全活動への助成 40件 23,000
清流の国ぎふ市町村提案事業 市町村提案型の自然環境保全活動への助成 50件 120,000

1,285,000合　計

❶ 100年先の森林づくりの推進

❷ 自然生態系の保全と再生

❸ ぎふの豊かな森林・水を活かした環境にやさしい社会づくり

❹ 人づくり・仕組みづくり

❶～❹ 共通　地域のニーズに基づいた環境保全活動の促進

平成２9年度『清流の国ぎふ森林・環境税』を
活用した事業の全体計画

今年度も各事業の取組み状況を毎月掲載していきます。

拡充

拡充

拡充

新規

新規

新規

新規

新規
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ プレッシャーに勝った、オオクワガタ － 【第309回】

　昨年6月、I氏と某地へ採集に出かけた。その時の会話。「クワ
ガタムシがいたら知らせて」と私。「写真を撮るのですか」とI氏。
「孫にプレゼントしたいから」「飼うのですか」「そうです」。孫とは、
目に入れても痛くないY君である。今年から小学1年生だ。クワ
ガタムシを飼うのを楽しみにしているので、何としても採ってや
りたい。そんなことでI氏に話しかけたわけだ。I氏は「クワガタ
ムシの飼育は私の父もしていますよ」「え、もしやオオクワガタ」
「そうです」。I氏の親は数年前から趣味でオオクワガタを飼育し、
卵を産ませて成虫に育て、それに卵を産ませる累代飼育をして
いるという。オオクワガタは頑強な体に大きな角（大顎＝おおあ
ご）。昆虫界の王様だ。誰もが欲しがる。私は思わず口に出た。「ワ
ンペアー頂けないか頼んでみて」このひと言が後になって、Y
君ではなく私に思いもしないプレゼントとなった。3ヶ月後、I氏
から大きなオオクワガタが送られてきたのである。それも、4匹
（オス、メス各2匹）いた。

×　　×　　×　　×
　私は嬉しくなった。当初はY君と一緒に飼おうと思ったが止め
た。自分が飼育し、卵を産ませようと思ったからである。大きな
角を広げて、相手を威嚇しているような姿。迫力があった。毎
日眺めた。そのうちに大相撲が大好きな私には土俵入りをして
いる大関稀勢の里のように映った。それは私が稀勢の里ファン
であることと、19年間も日本人が横綱になっていないことから
である。稀勢の里の強さは誰もが認めている。なのに、まだ優
勝してない。これが不思議だった。「稀勢の里、早く優勝して横
綱になってくれ」オオクワガタを見ているうちに、こんなことを
思った。私がオオクワガタを初めて目にしたのは20代前半。故T
氏が虫仲間数人に自慢しながら見せてくれたのである。その威
厳ある姿に全員が圧倒されてしまった。私も欲しくなり、この虫
仲間と競って探した。しかし、いつも空振り。そのうちに熱が冷め、
いつしか頭の片隅で眠ってしまった。20数年前、それが目を覚
ました。オオクワガタがマニアの乱獲や森林開発などで激減し、
その状況がテレビ、新聞などで報道されたからである。数が少
なくなれば価値が上がる。これに目を付けたのがペット業者。
人工餌で大量に飼育してペットとして売りだしたのである。ペッ
トのオオクワガタは、野外のものよりはるかに大きく、まさにオ
オクワガタであった。そのオオクワガタを見て、私も飼育をして
大きなオオクワガタを育てようと思った。しかし、止めた。飼育
を始めるには予想以上に経費がかかるからである。当時、我が
家は子育てで出費がかさみ家計は火の車。とても飼育できる環
境ではなかった。しかし、オオクワガタを飼育したい。この思い
は強かった。

×　　×　　×　　×

　再び稀勢の里の話。稀勢の里は入門当時から怪童と呼ばれ、
とんとん拍子に出世をし、わずか2年で幕内に昇進した。まだ
18歳だった。ところが、ここからが苦難の道。勝ったり負けた
りで、優勝どころか三役に定着できないのである。6年後、よう
やく大関になった。しかし、やはり優勝することが出来ない。こ
の1番という大勝負になると負けてしまうのである。この頃から、
稀勢の里はプレッシャーに弱いと言われるようになった。優勝す
るチャンスを何回も逃し、歳も30近くになった。横綱は無理だ
ろう。稀勢の里ファンの私でも思った。I氏からオオクワガタを
いただいたのはこの頃である。そのオオクワガタは飼育箱の中
でほとんど動かない。それでいて威厳がある。この姿がまた稀
勢の里のように映った。そのうちに稀勢の里が横綱になるには
まず優勝だ。それも次の場所で優勝することだ。いや絶対優勝
して欲しいと願った。その大相撲九州場所が始まった。

×　　　×　　　×　　　×
　この年（2016年）も稀勢の里は優勝することができなかった。
それでも毎場所好成績を残していたので、今場所の成績次第で
は、最も強い力士が受賞する年間最多勝が取れるチャンスであっ
た。しかも、優勝すれ
ば日本力士の横綱誕
生。こんなことも言わ
れていた。ところがこ
れがプレッシャーに
なったのか、途中で優
勝争いから脱落してし
まった。しかし、プレッ
シャーが無くなると強
い。その後3横綱すべ
てに勝利し、年間最多
勝を受賞。しかし、優
勝を逃したので、横綱昇進は次の場所まで持ち越しとなった。
2017年1月、その場所が来た。稀勢の里は勝ち続け、14日目
に優勝を決めた。ようやく大敵プレッシャーにも勝ったのである。
初めての表彰式。今までの苦労が脳裏を去来したのであろう。
大粒の涙が頬をつたい、それを手で拭いた姿。私も目頭が熱く
なった。それから数日後、横綱に昇進した。その土俵入りが明
治神宮で行われた。両手を広げて四股を踏む稀勢の里。貫禄が
あった。オオクワガタが大きな角を誇示しているようであった。
翌日、飼育しているオオクワガタを見た。飼育箱の中で土に埋
もれてじっとしていた。連日寒波が襲い寒い日が続いているの
で、必死にその寒さに耐えているようであった。その姿はプレッ
シャーという重圧に耐えていた頃の稀勢の里のようであった。

▲見るからに強そうなオオクワガタ
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岐阜県立岐阜希望が丘特別支援学校
岐阜市則武１８１６－1

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

52

施設の経緯
　岐阜県立岐阜希望が丘特別支援学校は、昭和54年に開校
した肢体不自由者を対象とする特別支援学校です。
　併設された希望が丘学園（現希望が丘こども医療福祉セン
ター）との一体整備により、平成27年7月に1期工事が完了し、
新築移転を行いました。
　内装に岐阜県産のヒノキやスギをふんだんに利用した、木
の香りあふれる校舎に生まれ変わりました。

ここに注目！！
●自然の光を校舎内に取り入れることで、各教室はひとき
わ木の美しさが引き立つ空間となっています。

利用者の様子
●子どもたちは、木の持つやさしさがあふれる新校舎で、明る
く、元気に、生き生きと毎日を過ごしています。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 平成26・27年度（施工年度）

構造・
延床面積

鉄筋コンクリート造
5,652.01㎡

施設用途 特別支援学校

木材使用量
使用樹種

県産材使用量：18.16㎥
主な使用樹種：スギ、ヒノキ、クリ

安井建築設計事務所・サニー建築設計JV

全体事業費 1,250,000千円

設 計 者

1工区：大日本・岐建・市川特定JV
2工区：共栄・松永特定JV施工業者

工　　期 平成26年3月～平成27年7月

施設全景

■問い合わせ先
　岐阜県教育委員会特別支援教育課
　ＴＥＬ　０５８－２７２－８７５１

※上記は、全て1期工事分のみ。2期工事は、H31.3竣工予定。 希望が丘広場
（ランチルーム）

廊下

授業の様子
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岐
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白
川
町
役
場
農
林
課
ま
で

白川町
マスコットキャラクター
茶桧右ヱ門

(ちゃきえもん )

4

わ
が
ま
ち
の
森
林
・
環
境
行
政

白
川
町
の
森
林
づ
く
り
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

白
川
町
の
森
林
づ
く
り

森
林
の
概
要

　

白
川
町
は
岐
阜
県
の
中
濃
地
域
東
部
に
位
置

し
て
い
ま
す
。
町
の
海
抜
は
１
５
０
ｍ
か
ら
１
，

２
２
３
ｍ
と
高
低
差
が
激
し
く
、
可
住
地
は
全

体
の
５
％
程
度
で
、
森
林
面
積
が
21
千
ha
と
全

体
の
９
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
町
民
の
歌
に
も

「
山
脈
四
方
に
生
き
生
き
と
」と
謳
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
つ
つ
み
こ
む
森
林
と
共
に
生
き
る
町

で
す
。

　

森
林
の
内
訳
で
は
、
人
工
林
が
12
千
ha
、
天

然
林
が
８
千
ha
と
な
っ
て
お
り
、
人
工
林
率
は

58
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
人
工
林
に
占
め

る
ヒ
ノ
キ
林
の
割
合
が
全
体
の
80
％
と
、
良
質

な「
東
濃
桧
」を
供
給
す
る
林
業
・
木
材
産
業
の

盛
ん
な
町
で
す
。

森
林
・
林
業
・	

	

　
　
　
木
材
産
業
の
推
進

　

本
町
で
は
、
林
業
セ
ン
タ
ー
を
核
と
す
る
木

材
団
地
に
森
林
組
合
、
原
木
市
場
組
合
、
製
品

流
通
組
合
、
産
直
住
宅
組
合
が
集
結
し
て
お
り
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
連
携
可
能
な
体
制
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
製
品
流
通
組
合
で
は
、
早

く
か
ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
木
材
団
地
は
全
国
か
ら
多
く
の
視
察
を

受
け
入
れ
、
町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
貢
献
し
て
き
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
ヒ
ノ
キ
需
要
の
減
少
と
そ

れ
に
伴
う
ヒ
ノ
キ
価
格
の
下
落
に
よ
り
林
業
者

の
意
欲
が
低
下
し
、
ヒ
ノ
キ
を
伐
採
す
る
所
有

者
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
良
質
な

ヒ
ノ
キ
の
出
荷
が
少
な
く
な
り
、
製
材
工
場
の

需
要
に
応
え
き
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

環
境
保
全
・
資
源
供
給
源
と
し
て
の
森
林
を
維

持
す
る
た
め
に
、
ヒ
ノ
キ
の
需
要
拡
大
な
ど
林

業
・
木
材
産
業
の
新
た
な
展
開
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
づ
く
り
施
策
の
紹
介

　

本
町
で
実
施
し
て
い
る
特
徴
的
な
事
業
を
紹

介
し
ま
す
。

①
間
伐
材
全
量
搬
出
事
業

　

町
内
の
木
材
生
産
量
拡
大
の
た
め
、
利
用
間

　

伐
地
か
ら
良
質
材
だ
け
で
な
く
木
質
バ
イ
オ

　

マ
ス
ま
で
全
て
を
搬
出
す
る
場
合
に
助
成
。

②
道
路
景
観
整
備
事
業

　

道
路
の
日
照
時
間
確
保
に
よ
る
冬
期
の
融
雪
・

　

融
氷
効
果
を
期
待
し
て
、
道
路
端
10
ｍ
以
内

　

の
幅
で
の
伐
採
を
実
施
。

③
き
の
こ
原
木
生
産
奨
励
補
助
金

　

き
の
こ
生
産
者
が
原
木
を
購
入
す
る
場
合
、
県

　

補
助
金
に
加
え
て
町
単
独
で
助
成
。

④
水
源
林
公
有
林
化
事
業

　

森
林
・
環
境
税
を
活
用
し
、
水
源
と
な
っ
て

　

い
る
森
林
を
町
有
林
化
し
、
乱
開
発
を
防
止
。

⑤
未
利
用
間
伐
材
搬
出
促
進
モ
デ
ル
事
業

　

森
林
所
有
者
の
利
益
を
生
む
仕
組
み
づ
く
り

　

と
し
て
、
森
林
・
環
境
税
を
活
用
し
、
木
質

　

バ
イ
オ
マ
ス
向
け
の
木
材
搬
出
に
助
成
。

⑥
し
ら
か
わ
の
家
ひ
の
き
柱
50
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

事
業

　

白
川
産
材
等
で
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
に
町

　

産
の
ヒ
ノ
キ
柱
を
最
大
50
本
ま
で
定
額
補
助
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
は
内
装
材
加
算
を
開
始
。

 

新
た
な
取
り
組
み	

	

○
循
環
型
森
林
社
会
構
築
事
業

　

前
述
の
よ
う
に
、
白
川
町
に
は
各
種
木
材
関

連
施
設
が
整
い
、
地
域
内
で
連
携
し
た
木
材
の

流
通
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
よ
り
循
環
型
森
林
社
会
構

築
事
業
と
し
て
、
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
デ
ー
タ

を
活
用
し
、
地
形
や
森
林
資
源
情
報
の
把
握
に

よ
る
森
林
資
源
情
報
マ
ッ
プ
の
作
成
、
森
林
資

源
活
用
計
画
の
策
定
、
森
林
認
証
取
得
や
新
た

な
木
製
品
開
発
な
ど
に
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら

の
白
川
町
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 

森
林
資
源
を
活
か
す
白
川
町
へ	

	 　
日
本
創
成
会
議
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科
会

が
平
成
26
年
に
発
表
し
た
論
文
で
は
、
白
川
町

は
２
０
４
０
年
ま
で
の「
若
年
女
性
減
少
率
」が

岐
阜
県
内
で
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
人
口
減
少
に
よ
る
地
域
林
業
・
木
材

産
業
の
担
い
手
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
、
ま
た
バ

イ
オ
マ
ス
関
連
施
設
の
更
新
時
期
を
迎
え
る
な

ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
の
課
題
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　

大
き
な
森
林
資
源
が
あ
る
町
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
改
善
・
解
消
し
、森
林
を
守
り
、

林
業
・
木
材
産
業
を
維
持
・
発
展
さ
せ
、
活
気

あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
努
力
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

▲未来の担い手になるかも？

▲良質な東濃桧の集まる原木市場

▲道路景観整備事業で明るくなった道

▲林業専用道
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岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

　ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
を

　
　
　
　
　活
動
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に

　〜
民
国
が
連
携
し
た
活
動
を
集
中
的
に
実
施
〜

7
岐
阜
森
林
管
理
署
　
主
任
地
域
林
政
調
整
官
　
大
島
　
愛
彦

　

平
成
28
年
度
か
ら
林
野
庁
の
新
し
い
取
組
と

し
て
始
ま
っ
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
に
つ
い

て
、
１
月
の
中
部
森
林
管
理
局
（
以
下
「
中
部

局
」）
の
発
表
会
、
２
月
の
岐
阜
県
森
林
・
林
業

関
係
合
同
発
表
会
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
の
知
名
度
向
上
を
図
る
た
め
、

あ
ら
た
め
て
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。		

　
　
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
と
は	

	

　

国
有
林
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
県
と
国
有

林
の
森
林
総
合
監
理
士
等
の
連
携
に
よ
る
生
産

性
の
向
上
や
造
林
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど
地
域
林

業
の
課
題
解
決
に
向
け
、ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事

例
研
究
）
地
区
の
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
中
部

局
管
内
で
３
箇
所
、
う
ち
岐
阜
森
林
管
理
署
で

は
加
茂
郡
七
宗
町
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
岐

阜
県
第
１
号
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
に
設
定

し
ま
し
た
。

　

七
宗
町
を
選
定
し
た
理
由
と
し
て
、
七
宗
町

の
木
材
生
産
を
活
性
化
す
る
た
め
、
ま
た
、
連

携
す
る
県
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
県
庁
所
在
地

の
岐
阜
市
等
に
近
く
、
現
地
検
討
会
等
の
会
場

と
し
て
参
加
し
や
す
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
は
６
年
間
の
計
画
で

す
。
初
年
度
と
な
る
平
成
28
年
度
は
主
に
国
で

各
種
取
組
を
開
始
し
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
そ

の
取
組
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
民
国
連
携
し
た
木
材
生
産

　

対
象
地
区
は
、平
成
27
年
３
月
に
七
宗
町
、県
、

森
林
組
合
な
ど
と
森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結

し
た
森
林
共
同
施
業
団
地
で
、
27
年
度
に
は
森

林
組
合
が
、
国
有
林
内
に
民
有
林
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
林
業
専
用
道
を
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
民
有
林
の
一
部
で
路
網
が
無
い
等
の
理
由
で

木
材
生
産
が
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

民
国
連
携
の
林
業
専
用
道
を
開
設
し
た
こ
と
で

民
有
林
の
木
材
生
産
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
民
国
と
も
に
木
材
生
産
を
実

施
し
、
民
国
協
調
し
た
シ
ス
テ
ム
販
売
に
よ
る

協
調
出
荷
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
有
林
で
は
、
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
る
林
業
事
業
体
の
生
産
性
向
上
や
労
働

安
全
の
助
言
指
導
、
有
利
採
材
現
地
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
　
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策

　

ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
民
国
の
境
は
あ
り
ま
せ
ん
。

七
宗
国
有
林
を
事
例
研
究
の
場
と
し
て
、
国
有

林
と
し
て
で
き
る
こ
と
及
び
効
果
的
な
対
策
を

検
討
し
ま
し
た
。

　

個
体
数
調
整
で
は
猟
友
会
へ
の
捕
獲
駆
除
の

委
託
、
囲
い
罠
の
設
置
、
く
く
り
罠
の
貸
出
等

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
初
の
国
有
林
職
員
に
よ
る
捕

獲
の
試
行
と
し
て
、
林
野
庁
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
し
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報
を
収
集
し
、

そ
の
デ
ー
タ
を
図
面
に
落
と
し
て
目
撃
情
報
の

多
い
箇
所
に
く
く
り
罠
を
設
置
し
ま
し
た
。
狩

猟
期
間
前
（
11
月
）
は
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
月
の
銃
猟
に
よ
る

狩
猟
期
間
終
了
を
待
っ
て
再
開
予
定
で
す
。

　

併
せ
て
ニ
ホ
ン
ジ
カ
食
害
防
除
対
策
検
討
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
検
討
会
は
ニ
ホ
ン
ジ

カ
対
策
に
つ
い
て
国
、
県
、
市
町
村
が
情
報
共

有
を
図
り
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
県
職
員
18
名
、
市
町
村
職
員
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は
会
場
の

関
係
で
国
有
林
の
あ
る
市
町
村
の
み
に
人
数
を

制
限
し
ま
し
た
が
、
来
年
度
は
岐
阜
県
内
す
べ

て
の
市
町
村
に
対
象
を
広
げ
て
開
催
予
定
で
す
。

　

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
に
は
中
部
局
森
林
技

術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が
シ
カ
対
策
試
験
地
を
設

営
し
、
造
林
地
へ
シ
カ
を
侵
入
さ
せ
な
い
、
あ

る
い
は
食
害
を
防
止
す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な

タ
イ
プ
の
シ
カ
柵
や
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設

置
し
て
効
果
的
な
対
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
へ
の	

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
求
ム

　

２
年
目
以
降
も
民
有
林
の
模
範
と
な
る
林
野

庁
や
局
の
主
な
事
業
を
優
先
的
に
投
入
し
、
民

有
林
へ
普
及
す
る
研
修
会
等
を
積
極
的
に
開
催

し
ま
す
。

　

ま
た
、
県
や
市
町
村
、
林
業
事
業
体
へ
試
験

地
の
貸
出
や
、
研
修
会
等
へ
の
参
加
を
促
し
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
を
活
動
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
し
て
、
民
国
連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

試
験
地
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ま
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

地
区
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲ケーススタディ地区の図面
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茂
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　林
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課
ま
で
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可茂地域における普及実績について
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可
茂
地
域
で
の
森
林
作
業
道
開
設
、

森
林
経
営
計
画
策
定
、
高
性
能
林
業
機

械
導
入
、
素
材
生
産
量
の
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。	

	
	

	

森
林
作
業
道
の
開
設

　

県
で
は
平
成
18
年
か
ら
「
健
全
で
豊
か

な
森
林
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始

し
、
作
業
路
網
の
整
備
と
搬
出
間
伐
の
促

進
に
舵
を
取
り
始
め
ま
し
た
。
管
内
で
は

平
成
19
年
度
か
ら
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
「
地
域
森
プ
ロ
」

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
事
業
体
も
増

え
、
森
林
作
業
道
の
開
設
実
績
は
着
実
に

増
え
て
い
き
ま
し

た
。（
表
１
）

　

平
成
15
年
か
ら

18
年
ご
ろ
ま
で
は

年
間
、
本
数
に
し

て
10
本
程
度
、
開

設
延
長
は
８
km
程

度
で
し
た
が
、
平

成
19
年
末
に
は
68

本
、
延
長
は
20　
km	

近
く
と
飛
躍
的

に
伸
び
ま
し
た
。

そ
の
後
も
年
間

１
０
０
本
以
上
、

延
長
は
50
　

km
を
開

設
す
る
地
域
に
成

長
し
、
近
年
で
は
、

県
下
の
総
延
長
の

１
／
４
相
当
を
開

設
す
る
な
ど
、
可
茂
管
内
は
森
林
作
業
道

開
設
の
先
進
地
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
事
業
体
に
道
づ
く

り
の
大
切
さ
が
浸
透
し
て
き
た
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
が
、
林
業
普
及
指
導
員
の
、

様
々
な
機
会
で
の
事
業
体
へ
の
「
み
ち
」

の
重
要
性
の
説
明
や
、
事
業
体
担
当
者
と

一
緒
に
な
っ
て
の
現
地
踏
査
な
ど
地
道
な

普
及
活
動
の
成
果
に
よ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

										

森
林
経
営
計
画
の
策
定

　

森
林
作
業
道
の
開
設
や
森
林
整
備
、
特

に
間
伐
を
実
施
す
る
た
め
の
補
助
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
森
林
経
営
計
画
制
度
に
基
づ
く

「
森
林
経
営
計
画
」（
以
下
「
経
営
計
画
」）

の
策
定
が
必
須
条
件
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
経
営
計
画
の
策
定
支
援
が
林
業

普
及
指
導
の
重
点
項
目
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

経
営
計
画
策
定
の
た
め
に
は
、
そ
の
基

と
な
る
「
市
町
村
森
林
整
備
計
画
」
の
策

定
が
必
要
で
す
。
管
内
は
平
成
の
市
町
村

合
併
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
10
市
町

村
で
の
市
町
村
計
画
策
定

の
支
援
を
進
め
な
が
ら

の
経
営
計
画
策
定
支
援
で

す
。
平
成
28
年
度
末
で

の
経
営
計
画
の
策
定
実
績

（
見
込
み
）
は
表
２
の
と

お
り
で
す
。

　

初
年
度
の
平
成
24
年
に

は
、
31
件
３
，６
３
３
ha

の
樹
立
を
達
成
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
も
２
千
ha
強

の
計
画
策
定
を
達
成
し
ま

し
た
が
、
平
成
27
年
度
の

策
定
予
定
面
積
を
集
計
す

る
と
、
大
幅
に
落
ち
込
む

こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
原

因
を
求
め
、
各
事
業
体
に

聴
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
補
助
金
予
算
全

体
が
減
少
し
、
こ
れ
以
上

経
営
計
画
を
策
定
し
て
も

間
伐
等
が
実
施
で
き
ず
、

下
限
面
積
さ
え
も
達
成
で
き
な
い
の
で
は

な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
と
い
う
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
我
々
林
業
普
及
指
導
員
で

平
成
26
年
度
末
の
策
定
状
況
を
分
析
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
市
町
村
毎
に
人
工
林

対
象
面
積
に
対
す
る
計
画
策
定
率
を
整
理

し
て
み
ま
し
た
。
結
果
、
ほ
と
ん
ど
の
町

村
が
40
％
台
の
策
定
率
で
し
た
が
、
１
町

だ
け
18
％
と
非
常
に
低
い
数
値
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
こ
の
部
分
か
ら
改
善
し
よ
う
と

（表1）森林作業道開設実績
年度 15 16 17 18 19 20 21
路線数 11 8 12 11 68 73 78
開設実績 4,709 5,850 8,275 8,182 19,767 32,417 36,151
年度 22 23 24 25 26 27 計
路線数 100 119 108 103 134 56 881
開設実績 46,537 59,241 52,356 44,525 58,876 44,707 421,593
県全体 196,670 241,038 176,455 225,527 263,987 147,257

単位：本、ｍ

（表2）森林経営計画策定面積
年度 24 25 26 27 28 計
件数 31 23 15 3 8 80
面積 3,633 2,658 2,244 1,248 630 10,413

単位：件、ha
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茂
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　林
業
課
ま
で

普及コーナー

林業普及指導員　小島　徳文

可茂地域における普及実績について

■可茂農林事務所　林業課

素
材
生
産
量		

	　

管
内
の
木
材
生
産
量
を

把
握
す
る
た
め
、
平
成
25

年
度
か
ら
、
管
内
の
４
森

林
組
合
と
２
林
業
事
業
体

か
ら
２
ケ
月
毎
に
素
材
生

産
量
の
実
績
を
報
告
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
は
、
計
画

量
の
２
９
，３
５
０
㎥
に

対
し
て
３
３
，６
０
７
㎥

と
、
実
績
が
計
画
量
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後

も
生
産
量
は
順
調
に
増
加

し
、
平
成
28
年
度
末
に
は

県
下
の
総
生
産
量
の
10
％

程
度
に
あ
た
る
４
５
，

８
０
０
㎥
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。（
表
４
）

　

こ
れ
は
、
経
営
計
画
の

策
定
、
森
林
作
業
道
の
開

設
や
高
性
能
林
業
機
械
の

導
入
な
ど
へ
の
一
連
の
支

援
に
よ
り
、
生
産
体
制
が
強
化
さ
れ
て
き

た
こ
と
。
一
方
、
Ａ
材
に
つ
い
て
は
管
内

の
２
つ
の
木
材
市
場
へ
、
ヒ
ノ
キ
の
Ｂ
材

に
つ
い
て
は
隣
接
す
る
中
津
川
市
の
「
森

の
合
板
」
工
場
へ
、
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
材
に
つ

い
て
は
管
内
で
の
需
要
先
や
、
さ
ら
に
は

瑞
穂
市
の
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
」
や

八
百
津
町
に
木
質
チ
ッ
プ
工
場
も
出
来
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
安
定
的
な
需
要
先

が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
相
乗
効
果
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。	

	

セ
ッ
サ
な
ど
の
伐

木
・
造
材
機
械
と
、

ス
イ
ン
グ
ヤ
ー

ダ
、
タ
ワ
ー
ヤ
ー

ダ
な
ど
の
搬
出
機

械
を
セ
ッ
ト
で
所

有
す
る
搬
出
チ
ー

ム
を
着
実
に
増
や

し
て
い
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
平

成
28
年
度
末
の
管

内
で
の
高
性
能
林

業
機
械
保
有
台
数

は
、
38
台
と
な
っ

て
い
ま
す（
表
３
）。

																				

							
	

	
	

お
わ
り
に	

	
	

	

　

管
内
の
市
町
村
職
員
は
日
頃
か
ら
色
々

な
業
務
が
あ
り
、
な
か
な
か
腰
を
据
え
て

市
町
村
森
林
整
備
計
画
や
森
林
経
営
計

画
な
ど
に
つ
い
て
向
き
合
う
こ
と
が
困
難

と
な
っ
て
い
ま
す
。
森
林
組
合
も
、
少
な

い
人
数
で
組
合
員
の
た
め
の
森
林
整
備
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
民
間
の

事
業
体
に
つ
い
て
は
活
発
に
素
材
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
一
方
で
、
自
伐
林

家
も
多
く
存
在
す
る
管
内
で
も
あ
り
、
地

域
林
業
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
・
課
題
に
応
じ
た
こ
れ
ま

で
以
上
の
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
第
３
期
「
岐
阜
県
森

林
づ
く
り
基
本
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
１
０
０
年
先
の
森
林
づ
く
り
、
主
伐
、

再
造
林
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
大
き

な
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
に
整
備
し
た
森

林
作
業
道
と
い
う
財
産
を
活
用
し
て
、
森

林
整
備
に
対
す
る
支
援
を
持
続
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
当
初
に
、
町
担
当
者
と
一
緒
に

該
当
事
業
体
に
対
し
て
現
状
把
握
、
策
定

に
あ
た
っ
て
の
課
題
、
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
対
応
を
検
討
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業
体
か
ら
は
、「
地

形
が
急
峻
で
対
象
面
積
は
も
っ
と
少
な

い
」、「
今
の
事
業
量
で
自
分
の
所
で
は
手

一
杯
だ
」
な
ど
後
ろ
向
き
の
言
い
訳
し
か

聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
こ
の
町
で

開
催
さ
れ
た
地
元
座
談
会
に
出
向
く
と
、

森
林
所
有
者
か
ら
は
、「
う
ち
の
山
は
い
つ

頃
間
伐
し
て
く
れ
る
の
か
」
い
う
要
望
が

直
接
だ
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
矛
盾
し
た

状
態
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
経
営
計
画
の
策
定
、
森
林
整

備
の
推
進
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

	
	

	

高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

　

経
営
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
作
業
道
を

開
設
し
間
伐
材
を
搬
出
す
る
た
め
に
は
、

伐
採
・
搬
出
機
械
の
導
入
が
不
可
欠
で
す
。

管
内
に
お
い
て
、
既
存
の
事
業
体
の
搬
出

チ
ー
ム
の
増
強
や
新
た
な
林
業
事
業
体
の

設
立
の
動
き
が
あ
り
、
林
業
構
造
改
善
事

業
を
活
用
し
た
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

を
支
援
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
の
２
事
業

体
で
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
と
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
導

入
を
皮
切
り
に
、
平
成
26
年
に
は
、
森
林

組
合
以
外
の
２
事
業
体
へ
の
プ
ロ
セ
ッ
サ

な
ど
の
導
入
、
平
成
28
年
に
は
、
新
た
に

会
社
を
立
ち
上
げ
た
事
業
体
へ
の
ハ
ー
ベ

ス
タ
導
入
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

こ
の
５
年
間
で
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
、
プ
ロ

（表3）高性能林業機械導入状況
24 25 26 27 28 総数
1 1 1 2 5
1 3 1 1 7

1 1
1 6

2 2
1 10

1 2 1 7
2 7 3 4 4 38計

年度
ハーベスタ

スイングヤーダ
タワーヤーダ
グラップル
フォワーダ

プロセッサ
フェラバンチャ

単位：台

（表4）素材生産量
25 26 27 28 計

計画 29,350 27,500 32,800 39,400 129,050
実績 33,607 29,382 39,206 45,800 147,995

年度
材積

単位：ｍ３
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平
成
28
年
度

岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係

　
　
　合
同
発
表
会
（
発
表
紹
介
）
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　 森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

ち
上
げ
や
作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
研
修
会

の
実
施
な
ど
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

「
木
材
生
産
能
力
の
向
上
の
取
組
」

◦
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー　

　

森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

林
業
普
及
指
導
員　

河
原 

誠
二

　

素
材
生
産
を
実
施
す
る
上
で
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
素
材
生

産
の
各
工
程
に
応
じ
て
開
発
さ
れ
て
い
る
林

業
機
械
を
、
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が
、
鍵

と
な
り
ま
す
。
岐
阜
県
で
は
、
木
材
生
産
事

業
体
の
木
材
生
産
能
力
を
把
握
す
る
た
め
、

森
林
技
術
者
１
人
当
た
り
の
年
間
木
材
生
産

量
と
林
業
機
械
の
保
有
状
況
と
生
産
性
を
、

毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
調
査
デ
ー
タ
を
分
析
し
た
結

果
、
平
成
25
年
度
と
平
成
27
年
度
を
比
較
す

る
と
木
材
生
産

事
業
体
１
人
当

た
り
の
年
間
木

材
生
産
量
は
平

均
１
５
２
㎥
増

加
し
、
１
人
当

た
り
平
均
で
約

１
２
０
万
円
の

増
収
と
な
り
、

木
材
生
産
能
力

　

先
月
号
で
の
概
要
紹
介
に
続
き
、「
平

成
28
年
度
岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係
合
同

発
表
会
」
の
全
８
課
題
に
つ
い
て
、
発
表

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。	

	
	

第
１
部　

林
業
普
及
活
動
実
績
発
表

「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
支
援
」

◦
中
濃
農
林
事
務
所

林
業
普
及
指
導
員　

清
水 

力

　

関
市
で
は
、
森
林
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る

未
利
用
材
の
有
効
利
用
と
地
域
通
貨
に
よ
る

地
元
商
店
の
活
性
化
が
期
待
で
き
る
「
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
導
入
に
強
い
意
欲
を

示
し
、
林
業
普
及
指
導
員
の
支
援
の
下
、
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
先
進
地
情
報
の
収
集
・
共
有

に
始
ま
り
、
関

市
や
地
元
林
業

グ
ル
ー
プ
と
連

携
し
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
仕

組
み
づ
く
り
や

ル
ー
ル
づ
く

り
。
活
動
組
織

「
木
の
駅
in
つ

ぼ
が
わ
」
の
立

は
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
解
析

デ
ー
タ
は
、
情
報
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
今
後
は
、
林
業
普
及
指
導
資
料
と
し

て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
分
析
結
果
を
林
業

事
業
体
に
還
元
し
、
改
善
を
求
め
て
い
く
な

ど
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

	

第
２
部　

国
有
林
野
業
務
発
表

「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
を
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
」

～
民
国
が
連
携
し
た
活
動
を
集
中
的
に
実
施
～

◦
中
部
森
林
管
理
局　

岐
阜
森
林
管
理
署

主
任
地
域
林
政
調
整
官 

大
島 

愛
彦

　

林
野
庁
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
国
有
林

の
森
林
総
合
監
理
士
等
が
市
町
村
へ
の
協
力

を
推
進
す
る
た
め
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
事

例
研
究
）
地
区
の
取
り
組
み
を
始
め
、
岐
阜

県
第
１
号
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
と
し
て

加
茂
郡
七
宗
町
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設

定
し
、
民
国
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
七
宗
町
の
木
材
生
産
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
集
材
工
程
や
運
搬
回
数
の

削
減
な
ど
生
産
性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
生
産
性
が
向
上
し
た
事
例
や
各
々
の
技

術
者
が
ト
ラ
ン

シ
ー
バ
を
携
帯

す
る
こ
と
で
労

働
安
全
だ
け
で

な
く
、
各
工
程

の
進
捗
状
況
の

把
握
が
可
能
に

な
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
対
策
で
は
、
七
宗
国
有
林
を
事
例
研

究
の
場
と
し
て
提
供
し
、
囲
い
罠
の
設
置
や

食
害
防
止
資
材
の
検
証
研
修
会
実
施
な
ど
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

第
３
部　

森
林
研
究
所
研
究
・
成
果
発
表

「
ア
ベ
マ
キ
材
の
乾
燥
と
利
用
」

◦
岐
阜
県
森
林
研
究
所

　
　
　
　
　
　

専
門
研
究
員　

土
肥 

基
生 

　

美
濃
加
茂
市
で
は
、
県
産
広
葉
樹
の
ア
ベ

マ
キ
材
を
学
童
机
等
に
利
用
す
る
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ア
ベ
マ
キ

材
を
利
用
す
る
上
で
、
正
確
な
資
源
量
が
不

明
で
あ
る
こ
と
や
、
木
材
加
工
技
術
が
確
立

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
岐
阜
県
森
林
研
究
所
、
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
、
美
濃
加
茂
市
、
可
茂
森
林

組
合
、
中
部
大
学
、
民
間
企
業
が
連
携
し
て

問
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

森
林
研
究
所
で
は
、
木
材
を
加
工
す
る
た

め
に
は
適
切
な
木
材
乾
燥
工
程
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ベ
マ
キ
材
の
乾
燥
工
程

の
違
い
に
よ
る
形
状
変
化
や
乾
燥
期
間
を
比

較
検
証
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
天
然
乾
燥
と
蒸
気
式
木
材
乾

燥
機
に
よ
る
中
温

乾
燥
で
の
乾
燥

状
況
の
把
握
と
両

者
を
組
合
わ
せ
る

こ
と
に
よ
る
効

率
的
な
乾
燥
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
構
築

な
ど
の
取
り
組
み

の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。
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平
成
28
年
度

岐
阜
県
森
林
・
林
業
関
係

　
　
　合
同
発
表
会
（
発
表
紹
介
）

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

0
5
7
5
ー
3
5
ー
2
5
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　 森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

伴
い
、
皆
伐
施
業
が
可
能
と
な
る
施
業
地
は

増
加
す
る
も
の
の
、
林
業
従
事
者
は
高
齢
化

等
で
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
て
、
効
率
的
な
施
業
管
理
を
行
う

こ
と
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

素
材
生
産
業
者
の
横
連
携
の
促
進
を
図
り
、

か
つ
、
利
用
で
き
る
材
積
の
予
測
を
す
る
た

め
に
は
、
労
務
情
報
の
集
約
化
と
共
有
が
有

効
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の

日
報
を
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
す

る
こ
と
で
可
能
と
な
り
、
そ
の
集
約
さ
れ
た

日
報
情
報
か
ら

各
工
程
別
の
作

業
進
捗
の
把
握

が
で
き
る
こ
と

や
後
々
の
計
画

立
案
や
工
数
の

見
積
も
り
に
生

か
す
こ
と
が
で

き
る
な
ど
の
紹

介
が
あ
り
ま
し

た
。	

第
５
部　

農
林
高
校
生
課
題
研
究
発
表

「
船
来
山
植
生
調
査
に
つ
い
て
」

◦
岐
阜
県
立
岐
阜
農
林
高
等
学
校

　

森
林
科
学
科
３
年　

　
　

河
野 

祥
規
、
工
藤 

康
太
、
宮
川 

紘
輔
、

　
　

早
川 

一
矢

　

本
巣
市
で
は
、
３
～
７
世
紀
の
古
墳
が

２
９
０
基
発
見
さ
れ
た
船
来
山
を
古
墳
公
園

と
し
て
整
備
し
、
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
古
墳
群
の
あ
る
船
来

山
の
植
生
が
ど
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い

「
商
品
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
シ
イ
タ
ケ

　
　
　
　
変
色
抑
制
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
」

◦
岐
阜
県
森
林
研
究
所

　
　
　
　

専
門
研
究
員　

上
辻 

久
敏

　

シ
イ
タ
ケ
は
、
鮮
度
が
低
下
し
始
め
る
と

傘
の
裏
の
ヒ
ダ
や
柄
の
切
口
が
変
色
し
ま
す
。

近
年
、
商
品
出
荷
後
に
パ
ッ
ク
内
で
シ
イ
タ

ケ
が
変
色
す
る
事
例
は
、
全
国
で
発
生
し
て

お
り
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と

で
生
シ
イ
タ
ケ
の
商
品
力
の
低
下
が
叫
ば
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
生
シ
イ
タ
ケ
を
変
色
さ

せ
ず
に
出
荷
す
る
技
術
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

発
表
で
は
、
シ
イ
タ
ケ
の
変
色
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
原
因
物
質

と
思
わ
れ
る
酸
素
の
供
給
を
抑
制
す
る
こ
と

で
変
色
防
止
の
効
果
が
見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

通
常
の
パ
ッ
ク

包
装
及
び
段

ボ
ー
ル
包
装
な

ど
商
品
流
通

ル
ー
ト
内
で
の

技
術
手
法
を
実

証
し
た
結
果
の

紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。	

 
 

第
４
部　

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
課
題

研
究
発
表　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
林
業

　
　
　
　
従
事
者
向
け
労
務
管
理
シ
ス
テ
ム
」

◦
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　

森
と
木
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
科
2
年國

枝 

裕
介

　

標
準
伐
期
齢
を
迎
え
る
人
工
林
の
増
加
に

る
か
は
調
べ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

森
林
科
学
科
植
生
調
査
班
で
は
、
船
来
山
の

植
生
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

発
表
で
は
、
船
来
山
の
植
生
を
把
握
す
る

た
め
、
船
来
山
の
中
で
林
層
の
違
う
３
つ
の

エ
リ
ア
を
調
査
し
、
エ
リ
ア
毎
の
植
生
の
ポ

イ
ン
ト
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

											

第
６
部　

官
学
共
同
研
究
発
表

「
シ
カ
の
捕
獲
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
」

◦
岐
阜
大
学
応
用
生
物
科
学
部
附
属

　

野
生
動
物
管
理
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

特
任
助
教　

森
元　

萌
弥

　

近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
数
と
生
息
区

域
が
急
速
に
拡
大
し
、
広
い
範
囲
で
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

シ
カ
被
害
対
策
の
一
つ
で
あ
る
捕
獲
は
、担
っ

て
き
た
狩
猟
者
の
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に

事
業
者
が
主
体
的
に
捕
獲
を
実
施
す
る
こ
と

が
少
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

発
表
で
は
、
急
速
に
増
加
し
て
い
る
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
つ
い
て
、
捕
獲
を
よ
り
中
心
に
考

え
た
計
画
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
間
伐

材
や
枝
で
シ
カ
の
移
動
ル
ー
ト
を
制
限
す
る

こ
と
や
、
施
業
の
つ
い
で
に
シ
カ
の
埋
め
る

穴
を
開
け
て
お
く
な
ど
の
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
利
用

し
て
、
メ
ス
が
存
在
す
る
場
所
を
調
べ
る
こ

と
や
、
シ
カ
の
警
戒
心
と
罠
の
回
避
具
合
を

知
る
な
ど
、
他
人
に
任
せ
ず
、
自
分
た
ち
の

こ
と
と
認
識
し
て
欲
し
い
と
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
２
０
０
名
程
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
地
域

の
抱
え
る
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み
や
最
新

の
研
究
成
果
な
ど
非
常
に
興
味
深
い
内
容

だ
っ
た
等
の
多
く
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
発
表
会
の
運
営
に
対
す
る
ご
意
見
に
つ

き
ま
し
て
は
、
今
後
の
開
催
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
発
表
者
の
方
々
や
参

加
者
、
関
係
者
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 【
森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
戸 

好
美
】
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【森林整備課　木島 光雅、治山課　林 和正】

平成28年度　岐阜県   治山林道研究発表会
　岐阜県治山林道研究発表会は、治山研究会員、林道研究会員が、治山、林道事業の業務に携わる中で直面する課題につ
いて、調査、研究した成果を発表するもので、治山研究会と林道研究会が合同で開催するようになり今年度で１８回目、個別
では治山研究発表会が５２回目、林道研究発表会が４５回目を迎えました。
　平成２９年２月１０日に約１４０名が参加して、関市わかくさプラザ多目的ホールにおいて開催し、治山部門、林道部門で
各４題の発表があり、いずれも今後の森林土木技術の向上が期待される充実した内容でした。
　発表終了後には、森林研究所の臼田専門研究員から「治山林道事業における航空レーザ計測データの活用」と題した研
究成果の発表がありました。
　本会の最後には、審査員長である国立大学法人岐阜大学名誉教授の木村正信氏から研究発表内容に対する改善点を含
めた講評の後、治山、林道両部門の最優秀賞及び優秀賞の表彰で本会を終了しました。

　治山、林道事業の効果を県民により深く理解してもらうと同時に、治山施設・森林整備等の重要性と林道の活用をＰＲす
ることを目的として、写真コンクールを実施しました。治山部門４９件、林道部門２７件の応募の中から最優秀賞を表彰しま
した。

【最優秀賞】

林道研究発表課題

補強土壁に係る路面排水の一考察 郡上農林事務所　　後藤 真希

集中豪雨により補強土壁が３箇所被災を受けた。その被災に至った過程の考察及び、防止対策について検討した結果を報告。

【最優秀賞】

治山研究発表課題

【林道部門最優秀賞】

写真コンクール

「治山事業における針広混交林への取り組みについて」 恵那農林事務所　　神戸 努

近年、水源地域等の山林では、手入れ不足から人工林の高齢化・過密化が進んでおり、公益的機能の低下に伴う土砂等の流
出が懸念されている。このような状況を踏まえ、中津川市中津川前山地区内において実施している手入れ不足ヒノキ林（４１
ha）の育成複層林（針広混交林）化への取り組み事例を紹介。

【優秀賞】

既設治山ダムの嵩上げについての一考察 下呂農林事務所　　熊崎 尚弥

近年、治山事業において公共・県単事業ともに既設治山ダムの機能強化を目的としたダムの嵩上が実施されている。このよ
うな嵩上工は、現場条件や既設の形状等により様々な構造のものが施工されており、今後の設計の参考とするため複数の事
例を紹介。

【優秀賞】

既設谷止工における一考察 中濃農林事務所　　大坪 武司

昭和３８年度施工の玉石コンクリート製の谷止工（治山ダム）の嵩上げ工を行う際の、施工に対する注意事項等とその事例
を紹介。

現地発生木材を活用した治山ダム型枠の経年変化 岐阜農林事務所　　村井 弘人

森林施業に活かされる林道 山腹崩壊地の復旧

平成１６年度の森林整備で発生した木材を、同じ流域内で施工する治山ダム型枠に利用した。施工後１２年が経過した状況
の調査結果を紹介。

【優秀賞】

丸太伏工施工後の経年変化と効果について 恵那農林事務所　　大藪 絢香

平成17年度～27年度施工の丸太伏工にプロットを設置。植被率、腐朽状況等の調査結果から丸太伏工の効果持続年数、管
理方法について考察した結果を報告。

【優秀賞】

原点回帰：欧州に学ぶ安価で丈夫な道づくり 飛騨農林事務所　　中谷 和司

日本の基準に適応させつつ平成２３年度に林業先進地である欧州の道づくり（屋根型構造）を開設した。開設後５年経過し
た状況を踏まえ、屋根型構造の道づくりの考え方と有効性について報告。

路側構造物傾倒の原因究明と対処方法 揖斐農林事務所　　安達 孝博

林道三倉～上ヶ流線において、路側構造物が傾倒したため、原因の究明と対策工法の検討結果を報告。

【治山部門最優秀賞】

恵那農林事務所　大藪 絢香撮影者
恵那市　岩村町地内場　所

飛騨農林事務所　加藤 雅之撮影者
高山市　岩井町　野畑地内場　所

写真-1　会場の様子 写真-2　治山部門表彰 写真-3　林道部門表彰
※研究課題の詳細については今後「森林のたより」にて掲載していく予定です。
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【森林整備課　木島 光雅、治山課　林 和正】

平成28年度　岐阜県   治山林道研究発表会
　岐阜県治山林道研究発表会は、治山研究会員、林道研究会員が、治山、林道事業の業務に携わる中で直面する課題につ
いて、調査、研究した成果を発表するもので、治山研究会と林道研究会が合同で開催するようになり今年度で１８回目、個別
では治山研究発表会が５２回目、林道研究発表会が４５回目を迎えました。
　平成２９年２月１０日に約１４０名が参加して、関市わかくさプラザ多目的ホールにおいて開催し、治山部門、林道部門で
各４題の発表があり、いずれも今後の森林土木技術の向上が期待される充実した内容でした。
　発表終了後には、森林研究所の臼田専門研究員から「治山林道事業における航空レーザ計測データの活用」と題した研
究成果の発表がありました。
　本会の最後には、審査員長である国立大学法人岐阜大学名誉教授の木村正信氏から研究発表内容に対する改善点を含
めた講評の後、治山、林道両部門の最優秀賞及び優秀賞の表彰で本会を終了しました。

　治山、林道事業の効果を県民により深く理解してもらうと同時に、治山施設・森林整備等の重要性と林道の活用をＰＲす
ることを目的として、写真コンクールを実施しました。治山部門４９件、林道部門２７件の応募の中から最優秀賞を表彰しま
した。

【最優秀賞】

林道研究発表課題

補強土壁に係る路面排水の一考察 郡上農林事務所　　後藤 真希

集中豪雨により補強土壁が３箇所被災を受けた。その被災に至った過程の考察及び、防止対策について検討した結果を報告。

【最優秀賞】

治山研究発表課題

【林道部門最優秀賞】

写真コンクール

「治山事業における針広混交林への取り組みについて」 恵那農林事務所　　神戸 努

近年、水源地域等の山林では、手入れ不足から人工林の高齢化・過密化が進んでおり、公益的機能の低下に伴う土砂等の流
出が懸念されている。このような状況を踏まえ、中津川市中津川前山地区内において実施している手入れ不足ヒノキ林（４１
ha）の育成複層林（針広混交林）化への取り組み事例を紹介。

【優秀賞】

既設治山ダムの嵩上げについての一考察 下呂農林事務所　　熊崎 尚弥

近年、治山事業において公共・県単事業ともに既設治山ダムの機能強化を目的としたダムの嵩上が実施されている。このよ
うな嵩上工は、現場条件や既設の形状等により様々な構造のものが施工されており、今後の設計の参考とするため複数の事
例を紹介。

【優秀賞】

既設谷止工における一考察 中濃農林事務所　　大坪 武司

昭和３８年度施工の玉石コンクリート製の谷止工（治山ダム）の嵩上げ工を行う際の、施工に対する注意事項等とその事例
を紹介。

現地発生木材を活用した治山ダム型枠の経年変化 岐阜農林事務所　　村井 弘人

森林施業に活かされる林道 山腹崩壊地の復旧

平成１６年度の森林整備で発生した木材を、同じ流域内で施工する治山ダム型枠に利用した。施工後１２年が経過した状況
の調査結果を紹介。

【優秀賞】

丸太伏工施工後の経年変化と効果について 恵那農林事務所　　大藪 絢香

平成17年度～27年度施工の丸太伏工にプロットを設置。植被率、腐朽状況等の調査結果から丸太伏工の効果持続年数、管
理方法について考察した結果を報告。

【優秀賞】

原点回帰：欧州に学ぶ安価で丈夫な道づくり 飛騨農林事務所　　中谷 和司

日本の基準に適応させつつ平成２３年度に林業先進地である欧州の道づくり（屋根型構造）を開設した。開設後５年経過し
た状況を踏まえ、屋根型構造の道づくりの考え方と有効性について報告。

路側構造物傾倒の原因究明と対処方法 揖斐農林事務所　　安達 孝博

林道三倉～上ヶ流線において、路側構造物が傾倒したため、原因の究明と対策工法の検討結果を報告。

【治山部門最優秀賞】

恵那農林事務所　大藪 絢香撮影者
恵那市　岩村町地内場　所

飛騨農林事務所　加藤 雅之撮影者
高山市　岩井町　野畑地内場　所

写真-1　会場の様子 写真-2　治山部門表彰 写真-3　林道部門表彰
※研究課題の詳細については今後「森林のたより」にて掲載していく予定です。
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図１　減圧条件別の乾燥曲線
図２　減圧条件別の材温の推移
測定箇所は平角断面の中心部

常時減圧は0.3気圧一定

復圧Aは、６時間中に２時間復圧

復圧Bは、６時間中に２時間復圧し、
復圧時温度を10～20℃上乗せ

試験材はスギ心去り平角
(130×210mm)
乾燥温度80℃～90℃

図３　減圧条件別の心材色の頻度分布

復圧Ｂでは、明度の値が
低い方に分布しており、
心材部の色が暗くなった
ことを示している。

写真　試験材の木取り
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コラム

5月号
予定

5月1日発行
イベント情報

清流の国ぎふ森林・環境税

市況情報

地域の人

その他

連載
●山の歳時記（141）
●山のおじゃまむし（310）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（53）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（53）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

　４月を迎え、桜のたよりとともに、新たなスタートの季節になりました。
　森林のたよりの読者の皆様も就職や人事異動などそれぞれの立場で新たなス
タートをきられ、職場でも周囲を見渡すと新しい面々の姿が目に入ってくるのでは

ないでしょうか。
　県の林政では、新たな森林づくり基本計画や清流の国ぎふ森林・環境税の延長により、100
年先の森林づくりを目指して新たなスタートとなる年ではないかと思います。
　しかし、新たなスタートの礎は、今まで培ってきたものであり、森林づくりでは、先人が育ん
できた資源を健全な姿で次の世代へ引き継ぐということが私たちに求められています。
　岐阜県緑化推進委員会でも緑を増やし育てることに加え、緑に対する新たな要請にも心を配
りながら、緑化の推進に取り組んでいきたいと思っています。
　（現在、春の緑の募金を行っていますので、皆様のご協力をよろしくお願いいたします。）

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　黒﨑 隆司

森林・林業関係イベントカレンダー（5月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間： 9:00～16:00 学科・実技
●申　込：開催日の2週間前まで
●受講料：11,500円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間： 9:30～15:30 学科
　　　　　  15:30～16:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間：18日 8:30～17:40 学科 
　　　　　  19日 8:30～17:30 実技
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。） 

チェーンソーを用いて
行う伐木等の業務従事者
（３～５年従事者）
安全衛生教育

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者特別教育

5月2日㈫

5月18日㈭～
5月19日㈮

5月17日㈬

岐阜県森連岐阜支所
(関市倉知字物見山4660-16)

岐阜県森連飛騨支所（高山市新宮町112-7）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話:058-275-0192／FAX:058-201-1195

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話:058-275-0192／FAX:058-201-1195

岐阜県森連飛騨支所（高山市新宮町112-7）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話:058-275-0192／FAX:058-201-1195

【林政課　松下 康弘】　●お問い合わせは、市町村林務担当課または県庁林政課森林計画係 ＴＥＬ 058-272-8471 まで

森林を取得したときは
　　　市町村への届出が必要です!

1 なぜ届出が必要？
　　森林の所有者が分からないと、行政が森林の所有者に対して森林の整備等に関する助言ができません。また事業体が間伐等を行う場合に、所
　　有者に働きかけて効率の良い作業を行うことができません。こうしたことから森林の所有者の把握が必要です。

2 どのような場合に届出が必要？
　　個人か法人かによらず、売買、相続、贈与等で新たに森林を取得した場合に必要です。ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契約の届出を
　　行った場合は、森林の土地の所有者届出は不要です。

3 どんな森林が届出の対象？
　　都道府県が作成する地域森林計画の対象となっている森林が対象です。岐阜県内の地域森林計画対象森林の区域については、県ホームページ
　　（「ぎふふぉれナビ」で検索）、県庁林政課、各農林事務所林業課、市町村林務担当課で確認できます。

4 いつ、どこへ届出を出すの？
　　所有者となった日から９０日以内に、取得した森林のある市町村の窓口に届出書を提出してください。

5 どのような届出書を提出するの？
　　「森林の土地の所有者届出書」に次の書類を添付して提出してください。
　　　添付書類　①取得した森林の位置を示す図面（任意の図面に大まかな位置を記入）
　　　　　　　　②取得した森林の登記事項証明書、売買契約書の写しなど権利を取得したことがわかる書類
　　　●届出書の様式など詳しくは、林野庁のホームページ（「森林の土地の所有者届出制度」で検索）をご覧ください。

6 もし、届出を出さないと？
　　届出をしない、または虚偽の届出をしたときは、１０万円以下の過料が科されることがあります。

新たに森林を取得したときは、森林法の定めにより届出が必要です。　注）立木のみを取得した場合は、届出は不要です。

わがまちの森林・環境行政（5）
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 2月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

281

288

284

299
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30cm上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（2月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

70,000

65,000

70,000

120,000

59,000

60,000

→

→

↑

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　スギ４ｍ良材は強含み、並材は４ｍ、３ｍ（16～22㎝）が不足してお
り強含み。スギ合板向け４ｍ（18～42㎝）は不足。ヒノキは並材の柱、
土台はともに需要あり、造材は、４ｍ（16～22㎝）が有利。長良川木
材事業協同組合（白鳥）向けスギ、ヒノキ直送受付しています。（岐阜）

　スギ良材は応札が多く人気。ヒメコ中目以上、広葉樹も応札が多
い。スギ、ヒノキ並材3ｍ、4ｍ（16～24㎝）が横ばい。合板向けスギ4
ｍが不足。マツ、ヒメコは横ばいで推移したが、弱くなる時期に入りま
したので早期出材を勧めます。（飛騨）

　ヒノキ元木良材（高齢材及び枝打材（特殊材））２ｍ・３ｍ・４ｍ・６ｍは
応札も多く価格安定。ヒノキ並材は３ｍ（16～28㎝）、４ｍ（16～28
㎝）横ばい、６ｍ（16～20㎝）価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元
木良材は応札多くやや高値、二番玉並材は３ｍ、４ｍとも（16～28
㎝）横ばい。枝虫材等、欠点材は売りにくい。（東濃）

全般的に横ばいで推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

3,087

2,808

3,024

10,368

1,950

2,580

柱、梁の接合部を剛接合（外力が加わり部材が変形しても接合部が変形しな
い接合方法）で一体化したもの。ラーメンはドイツ語で枠を意味します。斜材
を必要としないため、大空間が設けられるメリットがあります。木造でも接合
金物による半剛接による構法が開発され、普及が進んでいます。

ラーメン工法

（参考）日刊木材新聞社　木材・建築用語辞典

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1624回

岐
阜
共
販
所

第1203回

飛
騨
共
販
所

第1536回

東
濃
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
22～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－

14,500
17,000
－
－
－
－
－

41,800
－
－
－

15,000
－
－
－

90,000
－
－

22,000
－

25,000
29,000
28,500
13,100
13,400
17,000
22,000
19,700
35,000
－

20,200
47,000
29,900
－
－

12,200
10,300
11,500
11,600
12,600
13,500
17,100
15,500
16,600
14,000
17,500
27,000
11,500
11,000
12,000
17,000
16,000
14,000
17,000
24,000
11,000
12,000
15,000
16,000
23,000
22,000
12,200
11,900
13,400
17,000
15,000
20,500
9,000

14,900
22,000
27,000
7,500

10,000

3月14日

3月8日

3月9日
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